
 

 
2008年４月 

 

 

社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会 株式会社リクルート「キャリアガイダンス」合同調査 
 

第３回 

「高校生と保護者の進路に関する意識調査」 
（２００７） 

報告書 Ver.2 
 

 
 
 

雇用形態の変容と労働観の変化。無業者増加問題をはじめ、若者への職業観育成指導はいま日本

が取り組むべき大きな課題となっています。行政、学校教育はむろんですが、若者にとって最も

身近な大人である「保護者」ができることはなんでしょうか。 

進路に関する親と子のコミュニケーションのあり方と、大人ができる高校生のよりよい進路選

択へのサポートを探りたい――。社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会と株式会社リクルートは、

2003年、2005年に続き、全国の高校生をもつ保護者とその子どもに対してコミュニケーションの
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調査結果サマリー 
 

 
■「進路を考える時に不安になる」「将来働くことについて気がかりがある」という 

高校生が前回に引き続き増加 

進路を考える時にどんな気持ちになるかを高校生に聞くと、「自分の可能性が広がるようで楽しい」

という回答は24％、「自分がどうなってしまうのか不安になる」が49％で最も多かった。過去２回の調査

の推移を見ると、２回連続で「楽しい」が減少、「不安」は増加している（p.21）。また、高校生に対する

「将来働くことについて気がかりなことがあるか」という質問では、「気がかりがある」という回答が74％

で、やはり前回に引き続き増加しており、働くことへの不安も増していると言えそうだ（p.23）。 

 

■「学力不足」が進路選択に関する最大の気がかり 

進路選択に関する気がかりの内容について高校生に質問したところ、最も多かったのは「学力が足

りないかもしれない」で58％が回答。「自分に合っているものがわからない」「やりたいことが見つから

ない、わからない」など、自分の適性や目標が見えないことへの不安も多い（p.22）。 

 

■「子どもの頃から保護者にほめられてきた」高校生は48％、 

「子どもをほめてきた」保護者は75％。両者の認識に大きなギャップ 

高校生が幼少の頃から家庭教育がどのように行われてきたのかを、共通の７項目で親子にたずね

たところ、ほとんどの項目において親子間の数字に開きがあり、認識のギャップが見られた。最も著し

いのは「ほめる」に関する項目で、「子どもの頃から保護者にほめられてきた」という高校生が48％なの

に対して、「子どもをほめてきた」という保護者は75％だった（p.33）。 

 

■家庭内キャリア教育がなされてきた高校生ほど「進路を考える時楽しい」 

「就きたい職業がある」「未来社会は好ましい」などの回答率が高い 

家庭における幼少時からのしつけや目標を持たせる言葉がけなどを『家庭内キャリア教育』と称し、

その度合い別に、高校生に対するさまざまな設問の回答状況を見た。すると、家庭内キャリア教育度

が高い層ほど、進路を考える時の気持ちは「楽しい」、将来就きたい職業の有無は「ある」、未来社会

については「好ましい」など、前向きな選択肢の回答率が高かった（p.34～36）。 

 

■保護者の53％が「子どものために学校調べをしたことがある」 

保護者が高校生の進路選択行動にどのように関わっているかをたずねたところ、「子どもに合う分

野をアドバイスしたことがある」との回答は74％、「子どもに合う学校にはどんな学校があるか調べたこ

とがある」は53％、「興味を持った学校の見学に行ったことがある」は29％など、保護者が活発に行動

していることがわかった（p.39）。 
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５． 希望進路の共有度 高校生の83％、保護者の92％が「知っている」と回答 ···························································································  8 
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【 調 査 概 要 】 
 

●調査実施者 社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会／株式会社リクルート 

 

●調 査 対 象 全国の高校２年生をもつ保護者とその子ども2080組 

（全国高等学校ＰＴＡ連合会より依頼した８都道県１市の公立高校26校、 

第２学年２クラス分の高校生と保護者） 

 

●調 査 期 間 平成19年10月１日～10月15日 

 

●調 査 方 法 ①高校生：ホームルームにてアンケートに回答 

②保護者：高校生から保護者へアンケートを手渡し 

③学級担任が高校生と保護者分を取りまとめ、その後学校責任者が学校分として返送 

 

●回 収 数 高校生1830（男子 858 女子 944 ／無効 28） 

保護者1587（父親 235 母親 1287 その他 19 ／無効 46） 

 

 

【回答者プロフィール】 
 

■高校生 

 

◎性 別： 男子 47.6%  女子 52.4% 

 

◎高校タイプ： 普通科 58.3%  専門学科 34.1%  総合学科 7.6% 

 

◎高校卒業後の希望進路： 大学・短大進学 59.3%  専門学校進学 14.2%  就職 22.6%  フリーター 0.3% 

留学 0.2%  その他 1.6%  （無回答 1.9%） 

 

◎地 域 分 布： 北海道 11.9%  宮城県 12.3%  栃木県 12.0%  東京都 9.3%  新潟県 11.7% 

静岡県 11.4%  大阪府 7.3%   香川県 11.2%  福岡県 12.9% 

 

 

■保護者 

 

◎続 柄： 父親 15.2%  母親 83.5%  その他 1.2% 

 

◎地 域 分 布： 北海道 10.6%  宮城県 12.3%  栃木県 9.9%  東京都 10.9%  新潟県 11.9% 

静岡県 12.2%  大阪府 6.9%   香川県 12.5%  福岡県 12.7% 

 

 

＜注＞ 

※第１回調査（2003年）は、2003年７月に全国の高校３年生をもつ保護者とその子ども2000組を対象に実施 
第２回調査（2005年）は、2005年９～10月に全国の高校２年生をもつ保護者とその子ども2620組を対象に実施 

 
※フリーコメント末尾のカッコ内の内容は下記のとおりです 
高校生コメント→（都道府県・性別、希望進路） 
保護者コメント→（都道府県・続柄、子どもの性別） 
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Ⅰ．親子コミュニケーションの実態 
 

１．進路について話す頻度 
 

■高校生の75％、保護者の91％が「話をする」と回答 

■最も話していないのは父親と息子 

 

高卒後の進路について、高校２年生は保護者とどれぐらい話をしているだろうか。高校生の回答は「よく話をする」が

15％とそれほど多くないが、「たまに話をする」を合わせると75％。ほぼ前回並みの数字だ。男女別では女子のほうが、

希望進路別では大短希望者が最も話をしている。 

一方、保護者の回答では「よく話をする」が25％、「たまに話をする」を含めると91％で、どちらも高校生の回答より

多い。前回とほぼ同じような比率で、進路に関する親子の会話はおおむね活発な状況が続いているようだ。 

なかでも母親は「話をする」が多く、母親と娘では95％を超える。父親と息子は最も話していないが、それでも84％

に達している。 

 

Ｑ．進路に関して高校生と保護者は話をしているか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保護者 
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0.2

0.1
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２．進路について話す内容 
 

■「高卒後の具体的な進路」が59％で最多 

■夢や将来より直近の問題に話題がシフト 

 

進路について親子でどんな話をしているのか高校生に質問したところ、最も多かったのは「高校卒業後の具体的な

進路について」で59％が回答した。次に「将来どんな職業に就きたいか」53％、「現在の成績について」44％、「将来の

自分の夢」40％が続く。“進路についての話”といっても、進学か就職か、どの学校かなど「高卒後の具体的な進路」だ

けではなく実にさまざまな話題があることがわかる。 

前回調査と比べると、「将来どんな職業に就きたいか」「将来の自分の夢」といった将来的な話題は減少し、「高校卒

業後の具体的な進路～」「現在の成績～」といった間近に迫るテーマが増加した。 

男女別に見ると、「将来どんな生活をしたいか」「将来どんな生き方をしたいか」「経済や企業の動き」は男子のほうが

話している。それ以外は女子のほうが話しており、とくに「将来の夢」を話している女子は男子より16ポイントも多い。 

 

Ｑ．進路について保護者とどんな話をしているか（進路について保護者と話をする者・複数回答） 

■高校生 ※（ ）内の数字は前回調査の結果 
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39.8(41.1)
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5.5(7.3)

43.7(37.1)

52.5(58.5)

65.6

18.4
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　　　　　高校卒業後の具体的な進路
（学校、学部・学科、就職先）について

将来どんな職業に就きたいか

現在の成績について

将来の自分の夢

将来どんな生活をしたいか

将来どんな生き方をしたいか

進学費用について

保護者の（現在の）仕事の話

保護者の高校時代の話

　　　　　　　　　　　　　上級学校
（大学・短大・専門学校）の動向

保護者の進路選択の話

　　　　　　　　　　　　　保護者の
大学・短大・専門学校時代の話

経済や企業の動き

全体(ｎ=1712)

男子(ｎ=802)

女子(ｎ=910)

(％)
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３．進路について話さない理由 
 

■男子は「めんどうくさいから」が最多 

■高校生自身の問題より親子関係に多くの要因 

 

進路について保護者と「あまり話さない」「まったく話さない」と回答した高校生に、その理由を選択肢から選んでもら

ったところ、「めんどうくさいから」33％、「自分が進路についてあまり考えていないから」28％、「話しても何も変わらない

から」26％、「自分が忙しいから」14％などの回答が多かった。「自分が進路についてあまり考えていないから」「自分が

忙しいから」など高校生自身の問題よりも、「めんどうくさいから」「話しても何も変わらないから」など保護者と話す意義

を感じていないような項目が目立ち、そもそも日常的な会話も活発でない親子が多く含まれている可能性がある。 

とくに男子は「めんどうくさいから」の回答が突出して多く41％を超す。一方の女子は「めんどうくさいから」22％より、

「自分が進路についてあまり考えていないから」30％、「話しても何も変わらないから」28％のほうが多い。 

 

Ｑ．進路について話さないのはなぜか（進路について「あまり話さない」「まったく話さない」と答えた者・複数回答） 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.5

14.3

11.9

9.2

8.5

8.3

7.2

7.0
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28.0
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0 10 20 30 40 50

めんどうくさいから

自分が進路についてあまり考えていないから

話しても何も変わらないから

自分が忙しいから

保護者が忙しいから

保護者と話すこと自体がいやだから

もともと会話がないから

話すと反対されるから

恥ずかしいから

保護者が興味なさそうだから

全体(n=446)

男子(ｎ=244)

女子(ｎ=202)

(％)
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４．保護者がよく使う言葉 
 

■「自分の好きなことをしなさい」が26％で最多 

■「勉強しなさい」の言葉に「むかつく」「イライラ」 

 

進路の話をする時に保護者はどんな言葉をよく使うかと高校生に質問した。最も多かったのは「自分の好きなことを

しなさい、やりたいことをやりなさい」で26％。次に「勉強しなさい」17％、「自分でよく考えなさい」14％、「自分で決めな

さい」10％が続く。 

また、これらの言葉を掛けられた時に高校生はどう感じているかも聞いた。「自分の好きなことをしなさい～」について

は、「信頼してくれているのかな」など好意的に受け止めるコメントが多いが、「まだやりたいことが見つかっていないか

ら、いまいち」といった声もある。「自分でよく考えなさい」や「自分で決めなさい」についても同様に受け止め方が分か

れており、本人の状態や保護者の関与状況によって、同じ言葉がプラスにもマイナスにも印象を変えるようだ。ただし、

「勉強しなさい」については、「むかつく」「イライラ」などマイナスの反応ばかりだった。 

 

Ｑ．進路の話をするときに保護者はどんな言葉をよく使うか 

■高校生 
※単一回答を求める設問のため複数回答は無効とし、除いて集計しています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫保護者の言葉をどう感じるか 
 

■「自分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」 

○信頼してくれているのかな（香川・女子、就職） 

○好きなようにやらせてくれるんだから、頑張ろうと思う（北海道・女子、専門）

○自分の夢についてちゃんと応援してくれている感じがする 

（福岡・女子、専門） 

○自分できちんとした考えをしなければならないと感じる 

（北海道・男子、大短） 

○やりたいことをやれって言われるのは嬉しいけれど、とくにまだやりたい 

ことが見つかっていないから、いまいちな感じ（北海道・女子、就職） 

○頑張ろうと思うけど、少し放っておかれて見捨てられてる気がする 

（香川・女子、専門） 

■「勉強しなさい」 

○わかってるって(汗)（大阪・男子、就職） 

○むかつく。すべてそれで話を終わらせる（宮城･男子、就職） 

○やる気をなくす。自分でもそう思っているのにって思う 

（北海道・女子、大短） 

○１日何回も言うのでイライラする（栃木・女子、大短） 

■「自分でよく考えなさい」 

○親に頼ってばかりではダメだと思った（栃木・男子、大短） 

○親が決めるのでなく、自分に考えさせてくれて嬉しい（静岡・女子、就職）

○決めるのは自分だけど、すべてを任されるのは重い（栃木・女子、大短）

○どうなっても自己責任なので、ちょっと不安になる（大阪・男子、大短） 

■「自分で決めなさい」 

○自分の意見を尊重してくれていると思う（宮城・男子、大短） 

○そう言いつつも、両親も進路について考えてくれているので、悪い 

気はしない（北海道・男子、大短） 

○あまり興味を持っていないと思える（栃木・女子、就職） 

○どうすればよいのかわからなくなり、不安になる（新潟・女子、就職） 

■「お金がない、経済的に厳しい」 

○お金がないから夢を諦めろと言われている感じがして、自分は夢に 

向かって頑張っているのに、悲しい（北海道・女子、専門） 

○これからのこととか、まったく考えられなくなる（福岡・女子、専門） 

○俺の将来は限られていると思う（宮城・男子、就職） 

■「資格取得をめざしなさい」 

○しっかり勉強して、ひとつでも多くの資格を取る（東京・男子、就職） 

○確かにそう思うけど、自分に合った資格がわからない 

（東京・女子、大短） 

○同感だけど、本当に自分の進路決定の第一条件にするべきかは疑問 

（新潟・女子、大短） 

■「大学ぐらいは出ておいたほうがいい」 

○親がそういうのであれば、出たほうが良い（福岡・男子、大短） 

○実際に大学へ行っても、したいことがない（福岡・男子、その他） 
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５．希望進路の共有度 
 

■高校生の83％、保護者の92％が「知っている」と回答 

■子の認識以上に親は「知っている」つもり 

 

高校生の希望する進路についてどれぐらいの保護者が知っているか、親子それぞれの認識を聞いた。まず高校生

の回答を見ると、保護者が自分の進路希望を「よく知っている」という回答は39％で、「少し知っている」を合わせると

83％。前回より若干増えている。また、男子より女子のほうが「知っている」が多い。 

一方の保護者は、子どもの進路希望を「よく知っている」「少し知っている」が前回よりやや多い92％。高校生の認識

以上に保護者は「知っている」つもりのようだ。続柄別では、父親より母親のほうが「よく知っている」と答えている。 

両者の回答とも、【進路について親子で話す頻度】（参考p.４）による違いが非常に大きい。高校生、保護者とも「よく

話をする」人は「よく知っている」「少し知っている」が95％を超えたのに対し、「まったく話さない」人は３割程度となって

いる。当たり前だが、話さなければわからないといえる。 

 

Ｑ．高校生の希望進路を保護者は知っているか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保護者 
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あまり話さない(n=358)

まったく話さない(n=88)

よく知っている 少し知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

【性別】

【進路について話す頻度】

(%)

【前回調査】
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６．進路の悩みや不安の共有度 
 

■高校生の56％、保護者の72％が「知っている」と回答 

■進路について話す親子は悩みや不安も共有 

 

高校生が持つ進路選択の悩みや不安について、保護者は知っているだろうか。高校生にたずねると、保護者が「よ

く知っている」という回答は15％。「少し知っている」と合わせると56％で、前回より増加した。男女別では、女子のほうが

「知っている」が多い。一方、保護者は72％が子どもの進路選択の悩みや不安を「よく知っている」「少し知っている」と

回答しており、高校生の回答率よりも高い。また、父親より母親のほうが「知っている」が多い。 

前頁の『希望進路の共有度』と同様、高校生と保護者の両方で【進路について親子で話す頻度】による差が大きい。

「よく話をする」という高校生の84％、保護者の96％が「悩みや不安を知っている」と回答しており、話をする親子ほど

「知っている」と認識している。しかし、いずれも『希望進路』よりは「知っている」が少ない。話をしていても、悩みや不安

まで共有しているかどうかは個人差がありそうだ。 

 

Ｑ．高校生の進路選択の悩みや不安を保護者は知っているか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保護者 
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あまり話さない(n=358)

まったく話さない(n=88)

よく知っている 少し知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

【性別】

【進路について話す頻度】

(%)

【前回調査】
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７．保護者からのアドバイス 
 

■高校生の63％がアドバイスを希望 

■「考えの押し付け」や「否定」ならアドバイス不要 

 

進路選択に際して保護者にアドバイスしてほしいかを高校生にたずねたところ、「たくさんアドバイスしてほしい」 

「ある程度アドバイスしてほしい」を足した63％がアドバイスを望んでいた。 

その理由を見ると、「人生の先輩としてアドバイスしてほしい」のように保護者の人生経験に期待する声が多いが、

一方で「本当にわからない時か、悩んでいる時に限りたい」「たくさん言われるのはちょっと腹が立つ」など過剰な関与

には否定的なコメントが並ぶ。また、アドバイスしてほしくない人からは「考えを押し付けられる」「否定しかしない」など、

保護者のアドバイスのしかたに問題がありそうなコメントもあがった。 

保護者に対しては、進路に関する子どもの悩みや不安にアドバイスをしているかどうかを聞いた。「よくしている」

「少ししている」の合計は77％で、父親より母親のほうがアドバイスしていると回答した。 
 

Ｑ．進路選択について保護者にアドバイスしてほしいか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≫アドバイスしてほしい内容や理由 
 

■たくさんアドバイスしてほしい人 

○よくわからないことばかりなので、人生の先輩としてたくさんアドバイス

してほしい（静岡・女子、大短） 

○実体験ほど参考になるものはない。マイナス面も言ってくれる 

（新潟・男子、大短） 

○間違っていることはちゃんと言ってほしい（大阪・女子、その他） 

○多くの情報を集めてから、自分で考え自分の意志で行動したいから。

たくさんのことを知っておきたい（新潟・女子、就職） 

■ある程度アドバイスしてほしい人 

○自分だけで決めるのは不安だから（北海道・女子、就職） 

○ちょっとアドバイスしてくれれば楽な気持ちになれるから 

（新潟･女子、大短） 

○なるべく自分で答えを見つけたいので、本当にわからない時か、 

悩んでいる時に限りたい。余計な先入観を持ちたくない 

（宮城・女子、大短） 

○たくさん言われるのはちょっと腹が立つけど、何も言ってくれない 

のは悲しいから（香川・女子、専門） 

○１から10までアドバイスしてもらうと、保護者に頼りすぎて自分で考え 

られなくなりそうだから、程々のアドバイスがいい（新潟・女子、就職） 

○アドバイスは適度でないと、自分の考えに納得してくれないのか… 

という気分になる（東京・男子、大短） 

■あまりアドバイスしてほしくない人 

○口うるさくされると、自分の考えがまとまらなくなる（宮城・女子、大短）

○自分のやりたいことは、自分で見つけたいから（宮城・男子、就職） 

○自分で決めたことだから、信じてほしい（栃木・女子、大短） 

○アドバイスと言いながら自分の考えを押し付けられているような感じ 

だから（北海道・女子、大短） 

○いつも別の方向に進むから（福岡・男子、専門） 

■アドバイスはいらない人 

○アドバイスをくれても適当そうだから（宮城・女子、就職） 

○自分の気持ちはわかってくれないから（香川・女子、大短） 

○半端に口出しされて、責任は自分で持つ、というのがいやだ 

（宮城・女子、大短） 

○否定しかせず、やる気を損なうだけであるから（北海道・女子、大短） 

 

Ｑ．進路に関する子どもの悩みや不安について相談に乗ったりアドバイスしたりしているか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 .5

11 .0

53.3

51.6

47.3

58.7

19.4

21.0

21.7

17.3

15.2

15.1

19.8

11.0

7 .8

10 .4

3.4

1.9

2.7

2.0

2007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

男子(n=858)

女子(n=944)

たくさんアドバイス
してほしい

ある程度アドバイス
してほしい

あまりアドバイス
してほしくない

アドバイスは
いらない

無回答

【性別】

(%)

【前回調査】

24 .7

25 .2

52.4

51.4

48.5

53.6

20.2

19.9

28.1

18.5

3.423 .9

21 .3

2.2

2.1

1.7

0.5

0.6

1.3

0.4

2007年全体(N=1541)

2005年全体(N=2181)

父親(n=235)

母親(n=1287)

よくしている 少ししている あまりしていない まったくしていない 無回答

【続柄】

(%)

【前回調査】
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８．進路選択の相談相手 
 

■「母親」が最多で78％、「父親」は38％ 

■父親や先生よりも友人に相談 

 

進路を考える時に誰と相談しているかを高校生に質問したところ、最も多かったのは「母親」で78％が回答。「友人」

47％、「父親」38％、「高校の担任の先生」27％がこれに続く。男女とも最多は「母親」だが、男子は「父親」が「友人」を

上回って2番目に多い。全体的に前回とほぼ同じ傾向だが、「友人」（前回53％）の減少が目立った。 

また、一番の相談相手を１人選んでもらったところ、上位はやはり「母親」「友人」「父親」という順に並んだ。そう思う

理由もたずねると、「母親」を選んだ人は「いつでも相談でき、自分のことを一番に理解してくれているから」「ちゃんと話

を聞いてくれる」など、多くが身近さや相談しやすさをあげた。「父親」を選んだ人からは、「経験があるので母親より父

親」「信頼できる人であり、父親の考えには間違いがないと思っている」などのコメントがあり、知識や経験への信頼感

がうかがえる。 
 

Ｑ．高校生は進路について誰と相談しているか（複数回答） 

■高校生 ※（ ）内の数字は前回調査の結果。「小・中学校時代の先生」は今回からの新規項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

≫一番の相談相手と、そう思う理由 
 

○母親：いつでも相談でき、自分のことを一番に理解してくれているから（栃木・女子、大短） 

○母親：ちゃんと話を聞いてくれるから（栃木・女子、大短） 

○母親：一緒にいる時間が長いから（東京・女子、就職） 

○母親：一番よく理解してくれて、真剣になってくれるから（東京・女子、専門） 

○友人：よく一緒にいるし、考え方が大人みたいに偏っていないから（栃木・女子、大短） 

○友人：同じ歳で、同じ悩みを共感できるから（静岡・男子、就職） 

○父親：経験があるので母親より父親（大阪・男子、就職） 

○父親：信頼できる人であり、父親の考えは間違いがないと思っているから（香川・女子、専門） 

○父親：経済的なこともあるし、自分のこともよく知っていると思うから（福岡・男子、大短） 

○担任の先生：今まで出て行った人のこととか、よくわかっているから（北海道・男子、大短） 

○担任の先生：いろんな資料を集めてくださるし、学校の時いつでも聞けるから（香川・女子、就職） 

○兄姉：一番、立場が近いから（宮城・女子、大短） 

○進路指導の先生：たくさんの情報を持っていて、信頼できるし、安心して話せるから（北海道・女子、専門） 

 

71.6

38.0

46.5

28.4

15.3

14.9

7.9

9.6

6.1

5.6

4.1

1.5

1.5

6.6

83.4

55.8

30.3

25.8

20.2

11.1

9.6

5.7

5.2

5.6

2.3

2.1

4.9(4.8)

5.4(3.3)

5.9(5.6)

6.9(5.3)

1.9(※)

47.3(52.8)

38.0(38.8)

3.8(4.1)

1.8(2.4)

77.7(76.2)

27.1(24.8)

17.9(21.5)

12.9(14.8)

8.8(7.7)

1.3

4.4

0 20 40 60 80 100

母親

友人

父親

高校の担任の先生

兄姉

先輩

塾・予備校の先生

高校の進路指導の先生

担任・進路指導以外の高校の先生

祖父・祖母

その他の親戚

小・中学校時代の先生

その他

相談相手はいない

全体(N=1802)

男子(ｎ=858)

女子(ｎ=944)

(％)
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９．進路選択で影響を受けている人・もの 
 

■１位は「母親」34％、２位は「父親」26％ 

■「誰（何）からも影響を受けていない」高校生が15％ 

 

進路を考えるうえで影響を受ける人・ものを高校生にたずねた。最多は「母親」の34％だが、前頁の『進路選択の相談

相手』ほど突出してはいない。２位は『進路選択の相談相手』で３位だった「父親」、３位は「友人」だ。人物以外に「テレ

ビ・ラジオ」「進学情報誌」などメディアの影響力もうかがえる。また、「誰（何）からも影響を受けていない」が15％いる点も

見逃せない。男子は１位の｢母親｣と２位の｢父親｣の差がほとんどないが、女子は｢友人｣が２位で｢父親｣を上回った。 

一番影響を受ける人・ものとその理由もあげてもらうと、やはり１位は「母親」で、「一番進路について話をするから」と

いうように日頃の会話による影響が大きいようだ。また、２位の「父親」については、「がんばっている姿を見てやる気を

もらう」「反面教師」など、父親の背中がよくも悪くも影響を及ぼすことがわかる。「学費などの経済面を支えてくれるか

ら」など決裁者としての影響力もあるようだ。 
 

Ｑ．高校生は進路について誰（何）から影響を受けているか（複数回答） 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≫一番影響を受けている人・ものと、そう思う理由 
 

○母親：一番進路について話をするから（香川・女子、大短） 

○母親：自分にはどんな職業が合っているのかとか、アドバイスをくれるから（栃木・女子、大短） 

○母親：先輩とか友達とも話すが、最終的には母親と相談することで安心できる（東京・女子、専門） 

○母親：母親が仕事をしている姿を見て、同じ職業に憧れるようになった（北海道・女子、就職） 

○父親：がんばってる姿を見てやる気をもらう（大阪・男子、就職） 

○父親：超えてみたいから（香川・男子、大短） 

○父親：反面教師（静岡・男子、大短） 

○父親：社会に出てから役立つことをよく教えてくれるから（東京・女子、大短） 

○父親：学費などの経済面を支えてくれるから（栃木・女子、大短） 

○友人：一緒に勉強をしている仲間だから（新潟・男子、大短） 

○友人：何もしていない自分の隣で、一生懸命に進路について考えているから（北海道・女子、大短） 

○兄姉：一番身近で進路について悩んでいた人だから（新潟・女子、就職） 

○テレビ・ラジオ：テレビで夢をかなえた人を見るとうらやましく思う（新潟・女子、専門） 

○進学情報誌：いろいろな学校の情報を集めて、自分が本当に行きたい学校を選びたいと思うから（新潟・女子、専門） 

 

34.2

18.1

15.0

14.5

13.5

11.0

10.7

10.2

7.7

7.0

4.4

3.9

3.4

3.3

2.1

6.1

15.3

31.7

30.2

19.5

15.9

14.5

10.1

13.6

11.8

8.5

8.3

6.2

7.1

5.8

4.8

3.1

4.5

2.7

3.0

2.6

5.7

19.1

36.4

21.4

26.7

20.1

15.6

18.5

13.5

12.6

12.0

9.0

7.0

4.2

5.6

3.3

4.0

3.5

1.7

6.5

11.9

5.0

4.4

23.3

25.6

10.4

4.0

0 10 20 30 40

母親

父親

友人

兄姉

テレビ・ラジオ

進学情報誌

先輩

高校の担任の先生

高校での進路行事

インターネット

書籍

その他の親戚

高校の進路指導の先生

祖父・祖母

塾・予備校

担任・進路指導以外の高校の先生

一般の雑誌

小・中学校時代の先生

新聞

その他

誰（何）からも影響を受けていない

全体(N=1802)

男子(ｎ=858)

女子(ｎ=944)

(％)
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10．進路選択で優先される人 
 

■「本人の考えが最優先」という高校生は85％、保護者は96％ 

■自分が最優先でないと思う高校生は15％ 

 

高校生が高卒後の進路を決めていく際、誰の考えが強く反映されるのだろうか。高校生と保護者それぞれに、考え

が優先されると思う順に本人とその周辺人物を並べてもらった。まず高校生は、「自分」が一番優先されるとの回答が

85％。それ以外の15％は「父親」「母親」などをあげており、自分の考えが最優先ではないと思う高校生が少なからず

存在する。２番目に優先される人は「父親」と「母親」の２項目で65％になる。男子は「父親」、女子は「母親」という回答

が多めだ。 

一方の保護者は、一番優先されるのは「子ども本人」だと96％が回答した。高校生の考えよりも「本人」の比率が10ポ

イント以上も高いというギャップがあり、実際に保護者の回答どおりほとんどの高校生が自分の意志で決められるかは

気になるところだ。また、２番目に優先される人に最も多いのは「父親」で40％が回答。次いで「高校の先生」、「母親」

が17％で続く。 

 

Ｑ．高卒後の進路を決める際に誰の考えが優先されると思うか 

■高校生（１番目に優先される人） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高校生（２番目に優先される人） 
 

 

 

 

 

 

 

■保護者（１番目に優先される人） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■保護者（２番目に優先される人） 

 

 

 

84 .6 3.6

3.4

3.7

6.4

4.7

7.9

2.4

3.584 .6

84 .6

1.5

1.6

2.0

1.0

1.7

1.4

1.2

全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

自分 父親 母親 高校の先生 その他(※) 無回答

【性別】

(%)

4 .3 30.5

35.3

26.2

34.9

26.6

42.4

11.5

12.5

16.0

9.46 .0

2 .3

8.8

10.1

7.0

8.3

7.7全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

【性別】

(%)

※その他に含まれる選択肢：祖父・祖母、兄姉、小・中学校時代の先生、塾・予備校の先生、先輩、友人、その他

95 .7

94 .5

95 .9

1.4

1.3

0.9

0.4

0.4

0.4

1.3

0.6

0.5

0.4

0.4

0.2

2.6

1.8

1.7

全体(N=1541)

父親(n=235)

母親(n=1287)

子ども本人 父親 母親 高校の先生 その他 無回答

【続柄】

(%)

39.7

53.2

37.4

17.1

7.7

19.0

17.0

19.3

17.9

19.7

1.5

1.4

1.7

17.4

17.3

5.3

2.6

5.0全体(N=1541)

父親(n=235)

母親(n=1287)

【続柄】

(%)
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Ⅱ．進学に関する考え 
 

11．進学についての価値観①高校生 
 

■「自分のやりたいことができる学校に進学したい」という高校生は94％ 

■「専門学校より大学・短大に進学したい」が前回より増加 

 

進学を希望する高校生に、進学に関する下記の13の考え方についてそれぞれどう思うかを聞いた。 

「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計が最も多いのは「自分のやりたいことができる学校に進学したい」で94％。

「自分の個性や能力を生かせる学校に進学したい」「社会で役立つような知識・技術を身につけられる学校に進学 

したい」と思う人も８割を超えた。前回比で注目したいのは、「同じことを学ぶなら、専門学校より大学・短大に進学した

い」「できるだけ難易度の高い大学へ進学したい」と思う人は増加、「評価の低い大学なら専門学校のほうがいい」と思

う人は減少している点で、大学志向の高まりがうかがえる。 
 
Ｑ．高校生は進学に関してどんな価値観を持っているか 

■高校生（進学を希望する者：2007 年 n=1325、2005 年 n=1909） 

 

 

 

できるだけ知名度の
高い大学に進学したい

資格を取得できる
学校に進学したい

家計のことが心配なので、できるだけ
　お金の負担をかけない進学をしたい

受験であまり苦労せずに入れる
　　　　　　　　学校に進学したい

やりたいことがないので、
とりあえず進学し、その後見つけたい

自分のやりたいことができる
学校に進学したい

自分の個性や能力を
生かせる学校に進学したい

社会で役立つような知識・技術を
身につけられる学校に進学したい

同じことを学ぶなら、専門学校より
　　　　　　大学・短大に進学したい

評価の低い学校なら
進学しないほうがいい

できるだけ難易度が
高い大学に進学したい

評価の低い大学なら
専門学校のほうがいい

日本にいい大学がないので
　海外の大学に留学したい

71.3

72.2

50.4

50.6

42.8

40.9

38.3

35.3

36.4

38.9

29.3

27.4

11.6

14.2

11.5

11.8

10.9

10.6

9.8

8.9

9.7

7.6

7.8

8.7

2.4

22.4

20.2

38.3

35.9

38.9

36.6

25.0

23.5

35.2

32.9

33.8

32.0

19.7

21.6

16.6

16.6

26.9

24.4

16.2

17.7

25.1

18.1

15.1

18.0

4.2

3.4

5.4

7.8

9.8

12.7

16.1

20.8

22.6

19.8

20.1

23.5

25.3

32.0

31.4

24.0

24.4

28.8

29.5

41.2

41.5

29.6

34.0

42.9

44.0

12.8

15.8

2.2

2.3

2.7

3.5

8.7

10.4

5.5

5.1

8.1

8.7

21.0

19.1

19.8

19.3

19.8

21.1

19.9

18.6

21.9

23.7

18.9

16.2

16.8

19.1

1.8

5.3

12.5

26.6

13.2

11.8

15.2

11.9

57.3

1.3
2.8

0.8

0.9

1.8

6.4

2.2

4.8

14.8

27.2

12.5

11.9

13.0

14.7

65.4

0.7

0.4

0.6

0.6

1.8

7.0

1.4

1.0

1.2

0.5

1.4

0.7

1.5

1.0

1.3

1.1

1.4

0.8

1.2

0.9

1.4

0.5

1.2

1.0

1.2

0.8

1.2

1.1

0.8

0.6

1.0

1.32007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

とてもそう思う まあそう思う なんともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

(%)
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12．進学についての価値観②保護者 
 

■「本人の個性や能力を生かせる学校に進学してほしい」という保護者は98％ 

■「専門学校より大学・短大に進学してほしい」が前回より増加 

 

子どもの進学を希望する保護者に対しても、進学に関する16の考え方について同様に質問した。「本人の個性や 

能力を生かせる学校に進学してほしい」と「本人のやりたいことができる学校に進学してほしい」と思う人はともに95％

超。「やりたいこと」や「個性や能力」を重視するという価値観は、高校生と共通しているようだ。 

前回との比較で目立つのが、「同じことを学ぶなら、専門学校より大学・短大に進学してほしい」と思う人の増加と 

「資格を取得できる学校に進学してほしい」「評価の低い大学なら専門学校のほうがいい」と思う人の減少。高校生と 

同じように、専門学校より大学という傾向が強まっているようだ。 
 

Ｑ．保護者は子どもの進学に関してどんな価値観を持っているか 

■保護者（子どもの進学を希望する者：2007年n=987、2005年n=1371） 

 

 

 

 

 

できるだけ難易度が高い
大学に進学してほしい

日本にいい大学がないなら
海外の大学に留学するのもいい

評価の低い学校なら
進学しないほうがいい

評価の低い大学なら
専門学校のほうがいい

やりたいことがないのならとりあえず進学し、
その後見つけてくれればいい

受験であまり苦労せずに入学できるような
学校に行ってほしい

できるだけ知名度の高い
大学に進学してほしい

本人の個性や能力を生かせる
学校に進学してほしい

本人のやりたいことができる
学校に進学してほしい

社会で役立つような知識・技術を
身につけられる学校に進学してほしい

資格を取得できる
学校に進学してほしい

受験費用があまりかからないよう、
できるだけ受験校数は少なくしてほしい

同じことを学ぶなら、専門学校より
　　　 大学・短大に進学してほしい

経済的な事情からも
国公立の学校に進学してほしい

できるだけ学費の安い
学校に進学してほしい

仕送りは難しいので
地元の学校に進学してほしい

76.4

70.3

76.1

70.1

42.9

47.0

37.3

43.7

37.0

33.9

36.1

36.8

29.3

32.4

21.8

26.3

15.6

18.4

8.2

6.9

5.8

6.2

5.3

5.0

6.0

3.4

4.8

2.5

3.7

21.4

25.3

20.8

25.7

41.4

37.6

36.2

34.6

29.4

26.7

27.3

27.9

38.9

37.9

25.8

24.3

29.5

32.9

20.8

18.3

16.1

20.4

24.7

23.0

23.3

12.7

15.3

16.7

12.0

6.2

9.1

2.2

1.9

2.0

10.5

9.8

17.2

13.9

19.0

22.5

21.1

19.5

21.2

19.9

29.0

24.7

34.2

30.6

38.6

39.7

45.1

40.8

29.4

30.4

31.8

30.2

35.3

34.3

34.1

34.4

17.2

20.8

3.1

2.3

5.3

4.4

8.9

10.3

8.6

7.7

5.8

4.7

14.7

15.4

14.6

11.5

21.1

21.2

19.8

18.0

23.8

24.3

22.0

23.3

30.0

29.1

28.4

30.6

29.3

26.8

4.0

4.9

2.0

6.3

4.2

9.6

10.4

14.2

14.2

16.5

13.5

16.6

16.6

43.8

37.6

1.7

2.3

4.3 25.2

1.5

0.3

0.1

0.3

0.1

0.4

1.4

3.7

4.8

2.4

6.7

3.7

9.3

11.3

14.5

14.9

0.1

0.7

0.7

3.4

1.8

2.7

1.6

3.0

2.1

3.0

1.8

3.1

2.3

4.2

1.9

4.3

2.0

2.6

2.3

3.0

2.0

3.1

2.4

3.2

2.2

2.6

1.9

2.7

2.6

2.6

1.6

1.8

1.1

1.9

0.62007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

とてもそう思う まあそう思う なんともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
(%)
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Ⅲ．働くことに関する考え 
 

13．高校生が希望する職業 
 

■高校生が希望する職業No.１は「公務員」 

■男子には「モノづくり」、女子には「看護師」が人気 

 

高校生に将来就きたい職業があるか質問すると、66％が「ある」と回答。その具体的な職業で最も多かったのは、 

前回同様「公務員」だ。男子には「製造・加工・組立などのモノづくり」「公務員」「技術者・研究者」、女子には「看護

師」「保育士・幼稚園教諭」「教師」が人気だ。 
 

Ｑ．高校生には将来就きたい職業があるか 

■高校生 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ．高校生はどんな職業に就きたいか（就きたい職業がある者） 

■高校生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「製造・加工・組立などのモノづくり」は今回からの新規項目 
 

≫その職業に就きたい理由 
 

 

○公務員：リストラがない。収入が安定している（香川・男子、専門）

○公務員：親の要望だから（新潟・男子、大短） 

○公務員：自分の力で社会に何かしたい（東京・男子、大短） 

○看護師：小さい頃から憧れてて、かっこいいと思うから 

（大阪・女子、専門） 

○看護師：病気や怪我をしてしまった人を治してあげたい 

（北海道・女子、大短） 

○教師：学ぶことの楽しさを教えてあげたいから（栃木・女子、大短）

○教師：昔の担任がとてもよい人で、憧れたから（静岡・男子、大短）

○モノづくり：機械などを造りたいから（宮城・男子、大短） 

○モノづくり：学校でものづくりについて学んでいるが、それがとても 

楽しいから（宮城・男子、就職） 

○保育士など：子どもが大好きだから。毎日子どもと関われる仕事が

したい（新潟・女子、専門） 

○調理師など：自分の作ったものをお客さんが笑顔で食べてくれると

いいなと思ったから（新潟・女子、専門） 

1 公務員（国家・地方） 7.9 1 9.3 

2 看護師 6.7 5 4.6 

3 教師 6.5 2 6.7 

4 製造・加工・組立などのモノづくり 5.7 - -

5 保育士・幼稚園教諭 5.1 3 6.5 

6 調理師・シェフ・パティシエ・フード関連 4.4 7 3.6 

7 技術者・研究者 4.2 4 5.4 

8 薬剤師 4.0 11 2.5 

9 社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 3.4 17 1.8 

10 事務 3.2 16 1.9 

11 医師・歯科医師・獣医 3.0 10 3.0 

12 整備士 2.0 6 3.8 

13 トリマー・動物関連 1.9 11 2.5 

会社員 1.8 20 1.6 

販売（ショップの店員など） 1.8 19 1.7 

美容師・理容師 1.8 8 3.4 

ジャーナリスト・編集者・ライター 1.7 23 1.2 

俳優・タレント・ミュージシャン 1.7 8 3.4 

ゲーム関係 1.7 13 2.2 

20 弁護士・法律関連 1.6 23 1.2 

【2005年】
(n=1616)

14

17

 全体(n=1192) ％  男子(n=494) ％

1 製造・加工・組立などのモノづくり 12.3 

2 公務員（国家・地方） 12.1 

3 技術者・研究者 7.7 

4 教師 7.1 

5 薬剤師 5.1 

6 整備士 4.7 

7 医師・歯科医師・獣医 3.8 

8 調理師・シェフ・パティシエ・フード関連 3.4 

9 ゲーム関係 2.8 

会社員 2.6 

弁護士・法律関連 2.6 

 女子(n=698) ％

1 看護師 10.9 

2 保育士・幼稚園教諭 8.0 

3 教師 6.0 

4 事務 5.3 

5 調理師・シェフ・パティシエ・フード関連 5.0 

6 公務員（国家・地方） 4.9 

7 社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 4.3 

8 薬剤師 3.3 

9 販売（ショップの店員など） 2.7 

10 医師・歯科医師・獣医 2.4 

10

66 .1

73 .9

21.8

29.5

24.1

19.6

9.1

3.5

14.1

4.6

3.0

65 .2

57 .6 4.2

1.8

1.9

2007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

男子(n=858)

女子(n=944)

ある ない 考えたことがない 無回答

【性別】

(%)

【前回調査】
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14．高校生が希望しない職業 
 

■就きたくない職業No.１は「フリーター」 

■就きたい職業で３位の「教師」は、就きたくない職業でも２位にランクイン 

 

就きたくない職業では前回同様「フリーター」が突出して多く、４人に１人があげた。２位には、『就きたい職業』３位と 

人気の高い「教師」が入った。以下、「政治家」「医師・歯科医師・獣医」「主婦・主夫」と続く。 

男女別に見ると、男女とも１位は「フリーター」。２～５位は男女で順位の違いはあるものの、「教師」「政治家」「主婦・ 

主夫」「医師・歯科医師・獣医」と共通の職業があがった。 
 

Ｑ．高校生はどんな職業に就きたくないか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫その職業に就きたくない理由 
 

○フリーター：収入が安定せず、生活も苦しいから（香川・男子、大短） 

○フリーター：社会で不利な立場になるから（栃木・男子、専門） 

○フリーター：お金がたまらないし、将来が心配だから（福岡・女子、大短） 

○フリーター：したいことを見つけていない感じがする（静岡・女子、就職） 

○フリーター：フラフラしていて、遊んでいるイメージしかないから（栃木・女子、大短） 

○教師：ストレスが一番たまりそうだから（福岡・男子、大短） 

○教師：教える立場は向いていない（静岡・女子、大短） 

○教師：高校の先生とか見て、なんで先生なんて面倒くさいことをするんだろうと思うから（東京・女子、就職） 

○政治家：あんな汚い世界いやだね（北海道・女子、大短） 

○政治家：政界にあまり興味がないから（大阪・男子、大短） 

○医師など：なるまでの努力が自分にはできない（北海道・女子、大短） 

○医師など：他人の命に責任が持てないから（静岡・女子、大短） 

○医師など：血が苦手（東京・男子、大短） 

○主婦・主夫：働いてお金をもらいたい（香川・男子、大短） 

○主婦・主夫：生きがいがなさそう。社会に出たい（北海道・女子、専門） 

○主婦・主夫：なんとか仕事はしていたい。パート等でも（香川・女子、専門） 

○通訳・翻訳：英語がとても苦手だから（北海道・男子、大短） 

 

 

男子(n=858) ％

1 フリーター 26.3 

2 教師 4.3 

3 政治家 3.6 

4 主婦・主夫 2.6 

5 医師・歯科医師・獣医 1.7 

6 製造・加工・組立などのモノづくり 1.6 

7 俳優・タレント・ミュージシャン 1.5 

通訳・翻訳 1.4 

心理カウンセラー 1.4 

公務員（国家・地方） 1.3 

会社員 1.3 

女子(n=944) ％

1 フリーター 23.7 

2 政治家 7.9 

3 教師 7.8 

4 医師・歯科医師・獣医 3.3 

5 主婦・主夫 2.6 

6 弁護士・法律関連 1.8 

7 看護師 1.7 

通訳・翻訳 1.4 

俳優・タレント・ミュージシャン 1.4 

10 社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 1.3 

8

10

8

1 フリーター 25.0 1 21.7 

2 教師 6.2 3 5.3 

3 政治家 5.9 2 7.4 

医師・歯科医師・獣医 2.6 5 2.8 

主婦・主夫 2.6 4 3.0 

通訳・翻訳 1.4 13 1.2 

俳優・タレント・ミュージシャン 1.4 6 2.1 

弁護士・法律関連 1.3 10 1.7 

製造・加工・組立などのモノづくり 1.3 - -　

公務員（国家・地方） 1.2 8 2.0 

会社員 1.2 8 2.0 

看護師 1.2 12 1.3 

社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 1.2 - 0.0 

8

6

4

10

全体
(N=1802)

％
【2005年】
(N=2478)
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15．保護者が希望する職業 
 

■「公務員」が前回に続き、子どもに就いてほしい職業No.１ 

■「安定」が保護者にとって最も重要な条件 

 

保護者に対して子どもに就いてほしい職業があるか聞いたところ、「ある」という回答は21％。「子どもが希望する職

業なら何でもよい」が71％と多数を占めた。「今まで考えたこともない」は２％、「特にない」は５％だ。父母の数字に大

きな違いは見られない。 

子どもに就いてほしい職業が「ある」という人に具体的な職業を選んでもらったところ、最も多かったのは「公務員」

で29％と突出。２位以降には「看護師」「薬剤師」「教師」と国家資格が必要な職業が並んだ。前回と比べると「教師」

が順位を下げ、「薬剤師」が上がっているが、上位の顔ぶれはほとんど変わらない。 

これらの職業に就いてほしい理由を見ると、公務員の「将来安定しているから」、看護師の「これから先も絶対になく

ならない」、薬剤師の「高収入で再就職も可能」など、雇用や収入の安定をあげるコメントが多かった。 
 

Ｑ．保護者は子どもに就いてほしい職業があるか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．保護者は子どもにどんな職業に就いてほしいか（就いてほしい職業がある者） 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≫その職業に就いてほしい理由 
 

○公務員：子どもの希望や資質に合っているし、安定しているから 

（静岡・母親、女子） 

○公務員：倒産することがないから（北海道・母親、男子） 

○公務員：安定している。男女の給料格差がない。結婚、出産しても就業 

可能である（北海道・母親、女子） 

○公務員：人の役に立つ仕事に就いてほしい。安定。性格的にコツコツ、 

きっちり型なので（大阪・母親、男子） 

○看護師：これから先も絶対になくならず、なおかつ必要性が高いので 

（新潟・母親、女子） 

○看護師：やりがいがあり、求人が多い（東京・母親、男子） 

○看護師：子ども自身が希望しているし、将来一人になっても安心な職業 

かな（宮城・母親、女子） 

○薬剤師：なれれば価値があり、やりがいがある。女性のわりに高収入 

なので、安定した生活が送れる（栃木・母親、女子） 

○薬剤師：高収入で再就職も可能で、年齢も問われない（香川・母親、女子）

○薬剤師：資格を取得して、専門分野で活躍してほしい（香川・母親、女子）

○教師：安定した職業・やりがいのある職業だと思うから（新潟・母親、女子）

○教師：子ども（小学校時代）のころからの希望だった（東京・母親、女子） 

○教師：本人が希望し、適性もあると思うから（新潟・母親、女子） 

○技術者･研究者：求人情報を見ても、技術者系はとくに優遇されている 

傾向にある（福岡・母親、男子） 

○技術者･研究者：創造性が豊かであり、自分のペースで仕事が

できる。さらに興味あるものの研究は充実感が得られる 

（静岡・父親、女子） 

○医師など：医師不足と言われる今、社会に貢献できるのでは 

ないか。子どもに向いているようにも思う（新潟・母親、女子） 

○医師など：しっかりしていて判断力があり、性格に合っていると 

思うから（香川・父親、男子） 

○医師など：開業医をしているので（新潟・母親、男子） 

○会社員：安定している会社に勤めてほしい（福岡・母親、男子） 

○会社員：大企業なら公務員にも負けない魅力があるから 

（大阪・父親、男子） 

○保育士･幼稚園教諭：本人が中学校時代から望んでいるため 

（静岡・母親、女子） 

○事務：仕事人間ではなく、結婚後のことを考えて！ 

（新潟・母親、女子） 

○事務：社会的な立場。安定した収入（北海道・母親、女子） 

○福祉関係：これからの世の中に必要な職種だと思うから 

（宮城・母親、女子） 

○福祉関係：気持ちが優しく、老人や障害者に対してスムーズ 

に接している（大阪・母親、男子） 

 

男子(n=136) ％

1 公務員（国家・地方） 36.0 

会社員 8.1 

技術者・研究者 8.1 

4 医師・歯科医師・獣医 7.4 

教師 5.1 

製造・加工・組立などのモノづくり 5.1 

7 薬剤師 3.7 

8 社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 2.9 

弁護士・法律関連 2.2 

整備士 2.2 

看護師 2.2 

2

9

5

女子(n=187) ％

1 公務員（国家・地方） 24.6 

2 看護師 12.8 

3 薬剤師 10.2 

4 教師 7.0 

5 保育士・幼稚園教諭 5.9 

6 事務 5.3 

7 技術者・研究者 4.3 

8 医師・歯科医師・獣医 3.7 

9 社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 3.2 

10 フライトアテンダント・グランドスタッフ 2.1 

21 .0

20 .9

70.9

68.2

68.9

71.3

3.8

4.5

5.3

4.7

4.6

20 .9

23 .0

1.9

1.2

2.1

1.3

1.7

2.3

1.52007年全体(N=1541)

2005年全体(N=2181)

父親(n=235)

母親(n=1287)

ある 子どもが希望する職業なら
何でもよい

今まで考えたこともない 特にない 無回答

【続柄】

(%)

【前回調査】

1 公務員（国家・地方） 29.4 1 29.7 

2 看護師 8.4 3 6.8 

3 薬剤師 7.4 6 5.4 

4 教師 6.2 2 8.2 

5 技術者・研究者 5.9 4 5.8 

6 医師・歯科医師・獣医 5.3 5 5.6 

会社員 3.7 7 5.0 

保育士・幼稚園教諭 3.7 8 3.8 

事務 3.1 9 3.2 

社会福祉士・介護福祉士・福祉関係 3.1 19 0.6 

【2005年】
(n=501)

％
全体

(n=323)

7

9
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16．高校生が目指す人 
 

■「目指している人や憧れている人がいる」高校生は28％ 

■目指している人物が「父親」は15％、「母親」は12％ 

 

高校生に自分の将来像を考えた時に目指している人や憧れている人がいるかを聞いたところ、「いる」は28％と少数

派。70％が「いない」と回答した。男女別に見ると、目指す人が「いる」という男子は26％、女子は30％で、若干、女子の

ほうが多い。 

また、目指す人物を大きく３つから選んでもらったところ、「父親」が15％、「母親」が12％、「有名人」が25％だった。

その他には「先生」「先輩」「ボランティアを一緒にしている人」「職場体験でお世話になった人」など身近に接したことの

ある人物が多くあがった。 

 

Ｑ．目指している人や憧れている人はいるか 

■高校生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ．目指している人は誰か（目指している人がいる者） 

■高校生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≫その人を目指す理由 
 

■父親 

○かっこいいと思うから（北海道・男子、大短） 

○家族のために毎日頑張っているから（香川・男子、就職） 

○稼ぐし、とにかくすごいと思うから（東京・男子、大短） 

○とても優しく、そんなふうに心が広くて、誰かを助けられる人に

なりたいから（香川・女子、大短） 

■母親 

○家庭を築いた時に、自分の母親のような母親になりたい 

（香川・女子、大短） 

○子育ても家事も仕事も、すべて両立できていてすごいと思う 

（北海道・女子、就職） 

○周りから信頼され、明るく生きているから（栃木・女子、大短） 

○辛いけどその分楽しい、みたいなことを言っていたから 

（北海道・男子、専門） 

■有名人 

○イチロー：考えがすばらしいから（福岡・男子、大短） 

○マザー･テレサ：人のため、困っている人のために一生尽くして 

すごい（大阪・女子、大短） 

○黒柳徹子：世界の役に立てるようなことをしているから 

（新潟・女子、専門） 

■その他 

○中学の時の先生：考え方や行動がすばらしく、とても尊敬している

（香川・女子、大短） 

○先輩：自分自身のことも頑張り、さらに友人をサポートできるような 

人に、自分もなりたいと思ったから（東京・男子、大短） 

○ボランティアを一緒にしている人：生き生きしていて、楽しそう 

（東京・女子、大短） 

 

 

28 .1 69 .8

71 .1

68 .5

26 .2

29 .9

2.1

2.7

1.6

全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

いる いない 無回答

【性別】

(%)

14 .8 11.6

4.4

17.4

25.2

33.3

18.8

33.3

7 .1

24 .4

52.5

44.0

4.3

4.4

4.3全体(n=507)

男子(n=225)

女子(n=282)

父親 母親 有名人 その他 無回答

【性別】

(%)
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17．ニートに関する考え 
 

■「なったら保護者がかわいそう」という高校生は41％ 

■「自分はニートにならない」が大きく減少 

 

ニートに対してどう思うかを高校生に聞いたところ、多かった意見は「ニートになったら保護者がかわいそうだ」41％、

「ニートになる人がいても不思議ではないと思う」35％、「ニートになるのは恥ずかしいことだと思う」33％などだ。前回調

査で41％と最多だった「自分はニートにはならないと思う」は29％に激減。「なぜニートになってしまうのか不思議に思

う」も前回より減っており、ニートに否定的な意見の減少が目立つ。男女別では「ニートになる人がいても不思議ではな

いと思う」「人生の中でニートの期間があってもいいと思う」などニートを容認するような意見は女子が多い。 

保護者には、子どもが今後ニートになる不安があるかを聞いた。「ならないと断言できる」「たぶんならないと思う」の

合計は84％で、前回より増加した。「いつかなりそうな予感がする」「なりそうな兆候を強く感じる」は３％と少数だ。前回

同様、保護者のほうが楽観的な印象を受ける。 

 

Ｑ．ニートに対してどう思うか（複数回答） 

■高校生 ※（ ）内の数字は前回調査の結果 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ．子どもがニートになる不安はあるか 

■保護者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 .9 63.1

59.6

10.4

10.720 .2

2.4

2.8 1.0

0.7

5.7

2.52007年 全体(N=1541)

2005年 全体(N=2181)

ならないと
断言できる

たぶん
ならないと思う

いつかなりそうな
予感がする

なりそうな兆候
を強く感じる

よく
わからない

無回答

【前回調査】

(%)

42.4

28.9

38.9

30.1

20.3

22.3

20.6

13.1

7.7

5.2

7.1

5.1

40.5

40.0

26.6

28.7

19.5

17.3

16.2

6.6

5.3

4.3

4.0

4.6(2.8)

5.7(6.1)

5.3(3.8)

7.1(4.2)

15.7(16.6)

18.3(21.3)

19.6(24.3)

19.9(19.6)

29.4(40.5)

41.4(37.4)

34.7(34.0)

32.5(30.7)

18.1

0 10 20 30 40 50

ニートになったら保護者がかわいそうだ

ニートになる人がいても不思議ではないと思う

ニートになるのは恥ずかしいことだと思う

自分はニートにはならないと思う

ニートもひとつの生き方だと思う

なぜニートになってしまうのか不思議に思う

ニートは本人がかわいそうだ

人生の中でニートの期間があってもいいと思う

自分はニートになるかもしれない

不本意な進学・就職をするぐらいなら
    　                    ニートでいいと思う

よくわからない

その他

全体(N=1802)

男子(ｎ=858)

女子(ｎ=944)

（％）
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Ⅳ．進路にまつわる不安と困難 
 

18．進路を考える時の気持ち 
 

■「楽しい」という高校生は24％、「不安になる」は49％ 

■「楽しい」高校生は保護者から「自分の好きなことをしなさい」と言われる割合が他の高校生より大きい 

 

高校生に進路を考える時の気持ちを聞いたところ、「自分の可能性が広がるようで楽しい」という人は24％。最も多い

のは「自分がどうなってしまうのか不安になる」で49％が回答した。前々回から前回にかけての変動と同様、今回も「楽

しい」が減り、「不安」は増している。男女別では女子に「不安」の多さが目立つ。【希望進路】別では、大学・短大進学

希望者は「不安」が多めで、専門学校進学希望者は「楽しい」が多めだ。【進路について保護者と話す頻度】別に見る

と、話をするほど「楽しい」が多くなり、「よく話をする」人では「楽しい」が「不安」を上回る。 

また、こうした気持ち別に『保護者がよく使う言葉』の回答（参考p.７）を見ると、「楽しい」人は「自分の好きなことを 

しなさい～」と言われる割合が他の人よりも大きい。「考えること自体が面倒臭い」「今が楽しければいい～」「自分の 

将来にそんなにいいことはない～」という人は「勉強しなさい」が一番多い。 
 

Ｑ．進路を考える時、高校生はどんな気持ちになるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●進路を考える時の高校生の気持ち別に見た「保護者がよく使う言葉」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ここでは「保護者がよく使う言葉」５つについて見る。全体についてはp.７参照 

24 .0

24 .1

23 .8

24 .2

31 .6

18 .7

43 .3

10 .2

48.7

46.6

44.0

41.8

54.9

50.6

46.1

45.5

41.8

50.5

50.6

38.6

7.7

6.5

3.3

10.5

5.2

7.6

4.7

9.6

3.7

6.8

12.3

12.5

5.8

6.6

6.0

7.8

4.0

5.3

7.0

6.6

2.2

5.9

7.5

9.1

3.7

4.9

5.6

2.8

2.7

6.9

3.1

6.4

6.8

2.9

3.4

2.9

3.6

2.3

2.8

2.3

3.7

2.2

4.2

12.5

4.3

4.9

3.8

4.2

4.3

3.9

3.1

5.4

2.6

4.8

3.9

4.5

34 .5

25 .9

24 .6

11 .2

1.9

1.9

1.1

1.9

2.3

5.7

3.0

3.5

1.2

2.9

3.6

2.7

3.7

2.4

2.3

3.9

2007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

2003年全体(N=420)

男子(n=858)

女子(n=944)

大学・短大進学(n=1069)

専門学校進学(n=256)

就職(n=407)

よく話をする(n=268)

たまに話をする(n=1086)

あまり話さない(n=358)

まったく話さない(n=88)

自分の可能性が広がるようで楽しい 自分がどうなってしまうのか不安になる

考えること自体が面倒臭い 進路のことよりもっと考えたいことがある

今が楽しければいいので先のことは考えない 自分の将来にそんなにいいことはない、考えてもつまらない

その他 無回答

【性別】

(%)

【進路について話す頻度】

【高校卒業後の希望進路】

【過去調査】

31.4

25.5

17.9

22.0

13.5

16.6

18.2

16.3

25.0

31.7

7.2

6.2

5.0

4.1

1.8

9.8

2.2

4.1

5.8

7.1

7.1

4.9

4.7

4.0

4.1

1.0

-

-

25.8

16.5

0 5 10 15 20 25 30 35

自分の可能性が              

　広がるようで楽しい(n=401)

自分がどうなってしまうのか
           不安になる(n=775)

考えること自体が面倒臭い(n=121)

進路のことより 　                    

もっと考えたいことがある(n=98)

今が楽しければいいので       

       先のことは考えない(n=56)

自分の将来にそんなにいいことはない、

                 考えてもつまらない(n=41)

自分の好きなことをしなさい、
やりたいことをやりなさい

勉強しなさい お金がない、
経済的に厳しい

大学ぐらいは
出ておいたほうがいい

頑張れ、あきらめるな、
やればできるよ

（％）
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19．進路選択に関する気がかり 
 

■「学力不足」が58％で最大の気がかり 

■進路を考える時の気持ちが「楽しい」人は「やりたいことが見つからない、わからない」がわずか８％ 

 

進路選択に関する気がかりの内容について高校生に質問したところ、最多は「学力が足りないかもしれない」で58％

が回答。「自分に合っているものがわからない」「やりたいことが見つからない、わからない」など、自分の適性や目標が

見えないことへの不安も多い。 

【進路を考える時の気持ち】別（参考p.21）に見ると、「楽しい」人は「自分に合っているものがわからない」が18％、

「やりたいことが見つからない、わからない」は８％と少なく、自分の適性や目標を比較的よく認識しているようだ。 

 

Ｑ．進路選択に関してどんなことが気がかりか（複数回答） 

■高校生 

 

 

 

【全体・性別】 【進路を考える時の気持ち別】

学力が足りないかもしれない

自分に合っているものがわからない

やりたいことが見つからない、
わからない

社会に出ていく
能力があるか自信がない

知りたい情報を集めたり、
選んでいく方法がわからない

自分で決断する自信がない

経済的な理由で自分の希望が
かなわないかもしれない

その他

とくにない

無回答

58.4

38.3

32.7

24.9

20.4

17.2

12.9

1.7

6.4

1.0

56.1

35.9

31.9

23.5

21.4

13.1

10.0

1.4

8.2

1.3

60.6

40.6

33.5

26.2

19.5

21.0

15.6

1.9

4.8

0.7

0204060

全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

（％） 57.4

17.8

8.3

14.1

19.4

8.6

14.1

2.1

14.6

1.2

41.5

47.2

52.8

24.5

13.2

11.3

9.4

-

3.8

1.9

48.9

44.6

51.8

17.3

21.6

14.4

9.4

-

7.2

0.7

47.6

38.1

30.5

19.0

21.9

16.2

12.4

1.0

12.4

-

56.1

45.5

42.4

25.8

21.2

24.2

6.1

-

7.6

-

64.3

46.2

39.8

32.6

21.0

22.2

12.5

1.8

1.4

0.8

0 20 40 60

自分の可能性が
広がるようで楽しい(n=432)

自分の将来にそんなにいいことはない、
考えてもつまらない(n=53)

考えること自体が
面倒臭い(n=139)

進路のことより
もっと考えたいことがある(n=105)

今が楽しければいいので
先のことは考えない(n=66)

自分がどうなってしまうのか
不安になる(n=877)

（％）
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20．働くことの気がかり 
 

■働くことについて「気がかりなことがある」という高校生は74％ 

■最も気がかりなのは「就きたい職業に就けるか」で63％が回答 

 

将来働くことについて気がかりなことがあるかを高校生に質問したところ、「気がかりなことがある」は74％。前々回の

43％から前回は71％と大きく増えたが、今回もわずかではあるがさらに増加した。p.21の『進路を考える時の気持ち』 

同様、やや不安が増しているといえるかもしれない。女子は「ある」が男子より多く、８割を超える。 

では具体的にどんなことが気がかりなのだろうか。最も多かったのは「就きたい職業に就くことができるだろうか」で

63％が回答した。そのほか「十分な収入が得られるだろうか」48％、「職場の人間関係がうまくいくだろうか」46％も多い。

希望進路別に見ると「収入」「人間関係」「仕事を覚えられるか」などは就職希望者に多かった。 

 

Ｑ．高校生は将来働くことについて気がかりなことがあるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．働くことについてどんなことが気がかりか（気がかりなことがあると回答した者・５つまで回答） 

■高校生 

 

 

 

 

 

74 .4

67 .1

80 .9

19.5

22.4

45.0

25.3

14.2

4.1

4.0

8.1

5.0

3.2

71 .3

42 .6 4.3

1.7

2.6

2.3

2.12007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

2003年全体(N=420)

男子(n=858)

女子(n=944)

ある ない 働くことについて考えたことがない 無回答

【性別】

(%)

【過去調査】

【全体・性別】 【希望進路別】

就きたい職業に就くことができるだろうか

十分な収入が得られるだろうか

職場の人間関係がうまくいくだろうか

就きたい職業が思いつくだろうか

自分にできる仕事があるだろうか

仕事を覚えられるだろうか

遊ぶ時間がとれるだろうか

毎朝、時間どおりに起きられるだろうか

すぐ辞めさせられるのではないだろうか

歳をとっても働き続けられるだろうか

仕事がつまらないのではないだろうか

体力的に厳しいのではないだろうか

勤め先が倒産してしまうのではないだろうか

仕事内容や報酬に男女格差がないだろうか

その他

無回答

63.2

47.8

46.2

28.4

25.8

22.7

19.2

18.0

15.4

15.1

13.8

13.5

7.3

6.1

2.2

0.4

58.2

50.0

38.5

33.3

26.7

22.9

22.4

21.2

18.1

12.8

18.1

12.5

8.2

1.7

1.9

0.2

67.0

46.1

52.0

24.6

25.1

22.5

16.8

15.6

13.4

16.9

10.6

14.3

6.7

9.4

2.4

0.5

020406080

全体(n=1340)

男子(n=576)

女子(n=764)

（％） 65.2

48.3

42.2

30.0

25.5

15.4

17.3

15.5

11.4

13.0

13.8

13.2

6.6

5.5

2.2

0.2

67.5

39.0

49.5

12.0

21.0

28.5

18.5

23.5

17.0

21.0

9.0

16.5

6.0

6.5

3.0

1.0

55.6

51.1

55.6

33.8

32.0

39.8

22.2

21.1

25.0

17.3

17.3

12.3

9.9

7.0

1.8

0.4

0 20 40 60 80

大学・短大進学(n=817)

専門学校進学(n=200)

就職(n=284)

（％）
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21．子どもが働くことの気がかり 
 

■子どもが働くことについて「気がかりなことがある」という保護者は65％ 

■最も気がかりなのは「就きたい職業に就けるか」で78％が回答 

 

子どもが将来働くことについて気がかりなことがあるか、高校生と同じように保護者にも質問した。「気がかりなことが

ある」は65％で、高校生の回答よりは少なかった。父親より母親のほうが気がかりを感じているようだ。 

具体的な気がかりの内容について、最も多かったのは高校生と同様に「就きたい職業に就くことができるだろうか」で、

保護者の78％が回答した。次に多かった「職場の人間関係がうまくいくだろうか」49％、「就きたい職業が思いつくだろ

うか」32％については、高校生以上に心配しているようだ。 

 

Ｑ．保護者は子どもが働くことについて気がかりなことがあるか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．子どもが働くことについてどんなことが気がかりか（気がかりなことがあると回答した者・５つまで回答） 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

65 .4

66 .3

31.5

34.3

33.2

31.2

2.661 .7

61 .4

0.9

1.3

1.2

1.9

3.1

2.6

1.6

2007年全体(N=1541)

2005年全体(N=2181)

父親(n=235)

母親(n=1287)

ある ない 子どもが働くことについて考えたことがない 無回答

【続柄】

(%)

【前回調査】

78.0

25.9

15.9

10.1

8.8

8.7

6.5

5.2

5.2

3.3

80.0

40.0

29.0

26.2

10.3

9.7

6.9

9.7

6.2

4.1

2.1

7.6

1.4

0.7

77.7

49.9

32.5

25.9

16.9

10.2

9.0

6.7

5.2

5.6

2.6

2.6

2.4

0.9

32.0

48.6

8.7

0.8

0 20 40 60 80 100

就きたい職業に就くことができるだろうか

職場の人間関係がうまくいくだろうか

就きたい職業が思いつくだろうか

十分な収入が得られるだろうか

歳をとっても働き続けられるだろうか

子どもにできる仕事があるだろうか

毎朝、時間どおりに起きられるだろうか

体力的に厳しいのではないだろうか

仕事を覚えられるだろうか

すぐ辞めさせられるのではないだろうか

勤め先が倒産してしまうのではないだろうか

仕事がつまらないのではないだろうか

仕事内容や報酬に男女格差がないだろうか

遊ぶ時間がとれるだろうか

全体(n=1008)

父親(ｎ=145)

母親(ｎ=853)

（％）
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22．未来社会への認識 
 

■「好ましくない」という高校生は59％、保護者は70％ 

■雇用環境の改善で「好ましい」が微増 

 

これからの社会は高校生にとって好ましいと思うか、親子それぞれに聞いた。高校生の回答では、「とても好ましい

社会だ」と「まあまあ好ましい社会だ」の合計が34％と前回より少し増えたが、「あまり好ましい社会ではない」と「非常に

好ましくない社会だ」の合計59％にはまだ遠く及ばない。 

保護者の回答でも「とても好ましい社会だ」と「まあまあ好ましい社会だ」の合計が前回より多い22％となったが、「あ

まり好ましい社会ではない」と「非常に好ましくない社会だ」の合計は70％で依然として厳しい見方が多数を占める。 

好ましいと思う理由には「景気は回復してきている」「就職しやすいと聞いた」といったコメントが目立ち、雇用環境の

改善が「好ましい」の増加に影響したことが考えられる。また、好ましくないと思う理由には、「格差が広がっていきそう」 

「増税」「年金問題」「モラルの低下」などの言葉が数多く見られた。 
 

Ｑ．これからの社会は高校生にとって好ましいか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫未来社会についてそう思う理由 
 

■高校生 

【とても好ましい】 

○価値観の多様化やIT革命で、自分の才能を伸ばせそうな社会 

だから（北海道・男子、大短） 

【まあまあ好ましい】 

○格差社会は大変だけど、お金持ちにもなれるから 

（北海道・女子、大短） 

○景気は回復してきているので、このまま回復していけばいいと思う

（宮城・男子、就職） 

○団塊の世代の人たちが退職して、就職しやすいと聞いたから 

（新潟・男子、就職） 

○進学がしやすくなっているから（北海道・男子、大短） 

【あまり好ましくない】 

○格差がどんどん広がっていきそうだから（静岡・女子、大短） 

○景気が今後どうなるか不安だから（福岡・男子、就職） 

○お年寄りが増え、それを支える若者が少なく、一人ひとりの負担が

増えるから（北海道・女子、大短） 

○政治とか見ていると、本当に嫌な社会だと思うから 

（静岡・女子、就職） 

【非常に好ましくない】 

○高齢化だし、消費税上がるかもだし、何かとお金かかりそう 

（新潟・女子、大短） 

○人が生きにくい。大人のツケが回ってくる（東京・女子、大短） 

○物騒で暮らしにくい（静岡・女子、大短） 

■保護者 

【とても好ましい】 

○力のあるもの、努力するものは認められると思うので。現在、パソコン、

英語を得意としています（東京・母親、男子） 

【まあまあ好ましい】 

○就職率が上がってきているから（静岡・母親、女子） 

○多少不満はあるが、ちゃんと働けば食べていけると思うから 

（北海道・母親、女子） 

○そう思わないと夢や希望を持てないので（福岡・その他、女子） 

【あまり好ましくない】 

○格差が広がっていて、本人の努力ではどうにもならない部分がある 

（宮城・父親、男子） 

○いろいろな意味で一生懸命だったり真面目だけでは生きていけない 

社会だから（宮城・母親、男子） 

○年金問題、税金問題など、不安な要素が多くて好ましいとは考え 

にくい（栃木・母親、女子） 

○人間としてのモラルが低下し、心の痛む事件が多いから 

（東京・母親、男子） 

○親自身も毎日不安な将来を思っている（宮城・母親、男子） 

【非常に好ましくない】 

○年金、格差、環境のどれをとっても、子どもに夢を語って聞かせて 

やれない。また、子どもも夢を語れない（香川・母親、男子） 

 

5.5

32.2

25.5

25.7

33.2

31.4

21.0

15.5

20.8

21.7

20.7

48.2

54.4

44.3

44.1

51.9

62.7

62.0

59.6

65.5

62.3

10.6

11.7

14.5

13.9

7.6

6.9

9.6

8.8

7.2

6.9

7.6

6.5

10.0

6.4

8.7

8.9

12.4

8.5

5.5

9.4

2.0

1.4

2.4

0.4

0.5

0.5

2.3

0.6

2007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

2003年全体(N=420)

男子(n=858)

女子(n=944)

2007年全体(N=1541)

2005年全体(N=2181)

2003年全体(N=342)

父親(n=235)

母親(n=1287)

とても
好ましい社会だ

まあまあ
好ましい社会だ

あまり
好ましい社会ではない

非常に
好ましくない社会だ

無回答

【性別】

【続柄】

(%)

【過去調査】

【過去調査】
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23．保護者がアドバイスすることの困難 
 

■「アドバイスが困難」という保護者は70％ 

■「予測できない社会」が困難さの最大要因 

 

進路選択について子どもにアドバイスすることを、保護者の17％が「非常に難しい」と回答。「やや難しい」と合わせる

と70％で、前回よりわずかに増加した。８割近い保護者がアドバイスしているものの（p.10参照）、困難はあるようだ。 

とくに母親は父親より10ポイント以上「難しい」が多く、より困難さを感じている。 

また、難しいと感じる人にその要因をたずねると、「社会がどのようになっていくのか予測がつかない」が最多で52％、

次が「入試制度をはじめ最新の進路情報を知らない」で47％。父親は「子どもが何を考えているのかよくわからない」 

「子どもがアドバイスを望んでいない」など親子の関わり方の問題が母親に比べて多めだが、前回からは減少している。

母親は「アドバイスできるほど自分の生き方・考え方に自信がない」「子どもの人生を決めてしまうようなアドバイスをする

のは気が引ける」などが多めで、子どもの進路選択に対する自信のなさがうかがえる。 

 

Ｑ．高校生の進路選択へのアドバイスを難しいと感じるか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．進路選択のアドバイスが難しいと感じる要因は何か（難しいと感じる者・複数回答） 

■保護者 ※（ ）内の数字は前回調査の結果 

 

 

17 .3

18 .1

52.2

49.5

47.7

53.2

29.3

32.0

39.1

27.4

12 .3

17 .1

0.6

0.4

0.3

0.6

0.6

0.4

1.1

0.62007年全体(N=1541)

2005年全体(N=2181)

父親(n=235)

母親(n=1287)

非常に難しい やや難しい 難しいとは感じていない その他 無回答

【続柄】

(%)

【前回調査】

2.4(2.6)

3.4(3.3)

4.4(5.1)

4.8(6.6)

7.6(9.1)

14.9(14.7)

17.9(15.9)

18.6(21.2)

52.1(55.4)

46.7(44.1)

28.5(29.1)

3.5(2.3)

- (1.2)

3.5(8.2)

2.8(5.8)

10.6(14.0)

11.3(12.3)

12.8(11.7)

19.1(34.5)

22.0(22.8)

46.8(39.8)

54.6(49.7)

2.3(2.7)

3.9(3.7)

4.4(4.8)

7.2(8.5)

15.5(15.0)

18.8(16.4)

18.1(19.5)

29.2(30.1)

46.7(44.9)

52.1(56.4)

5.1(6.8)

0 20 40 60

社会がどのようになっていくのか

　　　　　　　予測がつかないから

入試制度をはじめ最新の

進路情報を知らないから

家庭の経済的な理由で、子どもの進路の

　　　　　　選択肢を狭めざるを得ないから

子どもが何を考えているか

          よくわからないから

　　　　　　　子どもにアドバイスできる程、

自分の生き方・考え方に自信がないから

　　子どもの人生を決めてしまうような

アドバイスをするのは気が引けるから

子どもがアドバイスを望んでいないから

教師からの情報提供が足りないなど、

　　　　　　　高校が頼りにならないから

                             子どもの相談に乗ったり、

アドバイスするような時間の余裕がないから

子どもと対立してしまいそうで怖いから

学校の進路指導の方針と考えが

　　　　　 合わないことがあるから

全体(n=1071)

父親(ｎ=141)

母親(ｎ=918)

（％）
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24．保護者の印象① 
 

■父親を「楽しそう」と感じる高校生は63％、母親を「楽しそう」と感じる高校生は72％ 

■「自分が楽しそうに見えていると思う」父親は64％、母親は73％ 

 

保護者の姿は高校生の目にどのように映っているだろうか。高校生にいちばん身近な保護者を選んでもらい、その

保護者に対する印象をたずねた。いちばん身近な保護者を「父親」と回答した人は19％で、その印象が「とても楽しそ

う」と「まあまあ楽しそう」の合計は63％。また、いちばん身近な保護者を「母親」と回答した人は69％で、その印象が「と

ても楽しそう」と「まあまあ楽しそう」の合計は72％。「父親」より「母親」のほうが「楽しそう」という回答が多かった。 

一方の保護者には、普段の自分の姿が子どもからどのように見えていると思うかを質問した。「とても楽しそうに見え

ている」と「まあまあ楽しそうに見えている」の合計は、全体で71％。これを父母別に見ると、父親は64％、母親は73％

で、それぞれに対する高校生の回答とほぼ同じような数字だった。 

 

Ｑ．いちばん身近な保護者 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ．いちばん身近な保護者は普段、どのような印象か 

●父親の印象（「いちばん身近な保護者は父親」と回答した者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●母親の印象（「いちばん身近な保護者は母親」と回答した者） 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．子どもから見て普段の保護者の姿はどのように見えていると思うか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 .4

27 .0

12 .5

69.3

59.4

78.2

7.3

9.1

5.6

2.5

2.1

2.9

1.6

2.3

0.8

全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

父親 母親 祖父・祖母 その他 無回答

(%)

16 .0

14 .9

11 .6

17 .2

47.4

44.4

53.4

56.6

54.9

57.7

16.6

15.1

19.5

17.1

17.5

16.9

6.6

6.9

5.9

4.2

5.9

3.0

13.1

16.8

5.9

6.9

9.6

5.0

16 .4

15 .3

0.3

0.4

0.3

0.6

0.1

全体(n=350)

男子(n=232)

女子(n=118)

全体(n=1248)

男子(n=510)

女子(n=738)

とても楽しそう まあまあ楽しそう あまり楽しくなさそう ぜんぜん楽しくなさそう わからない 無回答
(%)

10 .6 60.8

57.4

61.8

15.1

22.1

13.8

9.9

10.2

9.6

6 .4

11 .0

2.1

2.1

2.1

1.6

1.6

1.7

全体(N=1541)

父親(n=235)

母親(n=1287)

とても楽しそうに
見えていると思う

まあまあ楽しそうに
見えていると思う

あまり楽しくなさそうに
見えていると思う

ぜんぜん楽しくなさそうに
見えていると思う

わからない 無回答

(%)



第３回「高校生と保護者の進路に関する意識調査」（2007） 

－ 28 － 

 

 

25．保護者の印象② 
 

■進路についてよく話す高校生ほど「保護者が楽しそう」が多い 

■進路を考える時の気持ちが「楽しい」高校生は「保護者が楽しそう」が多い 

 

いちばん身近な保護者に対する高校生の印象を、【進路について保護者と話す頻度】と【進路を考える時の気持

ち】の回答別に見てみる。まず、いちばん身近な保護者として「父親」をあげた人の、父親の印象はどうだろうか。【進路

について保護者と話す頻度】別では、話をするほど父親の印象は「（とても・まあまあ）楽しそう」が多くなっている。また、

【進路を考える時の気持ち】が「楽しい」人は、父親の印象について「楽しそう」が76％と多い点に注目したい。高校生

自身の「楽しい」という気持ちと、「保護者が楽しそうに見える」ことは無関係ではないのかもしれない。 

いちばん身近な保護者として「母親」をあげた人の母親についての印象も、父親についての印象と同様に、【進路に

ついて保護者と話す頻度】別では話をするほど、また、【進路を考える時の気持ち】が「楽しい」人に、「母親が楽しそう」

という回答が多かった。 

 

Ｑ．いちばん身近な保護者は普段、どのような印象か 

■高校生 

●父親の印象（「いちばん身近な保護者は父親」と回答した者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●母親の印象（「いちばん身近な保護者は母親」と回答した者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 .9

4 .8

21 .8

14 .1

18 .5

20 .0

44.7

51.2

39.7

38.1

53.8

47.1

40.7

56.0

40.0

30.0

10.6

14.1

26.5

23.8

10.3

17.6

8.0

13.3

10.0

4.3

4.2

14.7

9.5

7.7

7.1

4.0

20.0

8.5

13.1

13.2

23.8

6.4

14.1

18.5

12.0

26.7

30.0

6.7

10 .0

13 .3

16 .9

5 .9

22.2

0.5

よく話をする (n=47)

たまに話をする (n=213)

あまり話さない (n=68)

まったく話さない (n=21)

自分の可能性が広がるようで楽しい(n=78)

自分がどうなってしまうのか不安になる(n=170)

考えること自体が面倒臭い(n=27)

進路のことよりもっと考えたいことがある(n=25)

今が楽しければいいので先のことは考えない(n=15)

自分の将来にそんなにいいことはない、

　　　　　　　　　               考えてもつまらない(n=10)

とても楽しそう まあまあ楽しそう あまり楽しくなさそう ぜんぜん楽しくなさそう わからない 無回答

(%)【進路について話す頻度】

【進路を考える時の気持ち】

25 .1

14 .0

19 .7

14 .1

10 .5

14 .1

53.8

59.3

55.3

32.0

59.0

57.9

54.7

50.0

56.1

30.6

13.8

16.4

20.7

24.0

12.5

19.1

23.4

7.3

33.3

3.1

2.9

6.8

16.0

4.0

6.3

3.1

9.8

16.7

3.6

5.7

11.8

14.0

6.9

4.8

11.6

9.4

14.6

13.9

4.9

5 .1

15 .4

7 .3

5 .6

16.8

1.6

0.2

0.3

0.3

0.5

0.4

よく話をする (n=195)

たまに話をする (n=766)

あまり話さない (n=237)

まったく話さない (n=50)

自分の可能性が広がるようで楽しい(n=305)

自分がどうなってしまうのか不安になる(n=624)

考えること自体が面倒臭い(n=95)

進路のことよりもっと考えたいことがある(n=64)

今が楽しければいいので先のことは考えない(n=41)

自分の将来にそんなにいいことはない、

　　　　　　　　　               考えてもつまらない(n=36)

とても楽しそう まあまあ楽しそう あまり楽しくなさそう ぜんぜん楽しくなさそう わからない 無回答

(%)【進路について話す頻度】

【進路を考える時の気持ち】
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26．保護者への要望 
 

■してほしいのは「あたたかく見守ること」 

■やめてほしいのは「考えの押し付け」「しつこい説教」「いい加減な発言」etc. 

 

進路を考えるうえで保護者に対する「こうしてほしい」あるいは「こうするのをやめてほしい」という要望を、高校生に自

由に書いてもらった。【してほしいこと】には、「あたたかく見守ってほしい」「話しやすいオーラを出してほしい」「自分の

考えを理解してほしい」など、手出しや口出しというより、見守る姿勢や考えの理解を求める声が多かった。 

また、【やめてほしいこと】には「『○○大学に行ってほしい』とか言わないでほしい」「アドバイスはありがたいが、説教

に変わるのはやめてほしい」「いい加減なことをポンポン言わないでほしい」など、過剰な関与や考えの押し付け、いい

加減な発言や否定への拒否反応が見られた。 

 

≫保護者への要望 
 

■してほしいこと 

○あたたかく見守ってほしい（宮城・女子、大短） 

○できれば行きたいとこに行かせてほしい。それが無理でも、まあウソでもええけん、応援しよるふりでもしてほしい 

（香川・女子、専門） 

○頑張れって言ってほしい（静岡・女子、大短） 

○もっと進路について関心を持ってほしい（北海道・男子、専門） 

○もっと話す時間がほしい。とくに父親とは話さないから（香川・女子、大短） 

○ちゃんと話を聞いてほしい（静岡・女子、大短） 

○話しやすいオーラを出してほしい（静岡・女子、大短） 

○一緒に考えてほしい（香川・女子、就職） 

○なんでも好きなことをやれではなく、もっと具体的にアドバイスしてほしい（栃木・女子、その他） 

○自分の考えを理解してほしい（北海道・男子、大短） 

○ちょっと黙ってほしい。あと約束ぐらい守れ（北海道・男子、就職） 

○金銭面の不安は取り除いてほしい（静岡・女子、専門） 

■やめてほしいこと 

○「～の学校でえんちゃん、あんたは」とか言われて迷惑（香川・女子、専門） 

○「○○大学に行ってほしい」とか言わないでほしい。望みを高くもたないでほしい（栃木・女子、大短） 

○「え～」って、否定気味で言ってほしくない（東京・女子、大短） 

○「すぐ勉強しなさい」とか、あれしろこれしろ、と頭ごなしに言ったりとか、すぐ２階（自分の部屋）に行って寝ていると 

決め付けること（北海道・女子、専門） 

○「その夢はだめだ」などと、子どもの可能性をなくさないでほしい（北海道・女子、就職） 

○「決まったのか」とか「大丈夫なのか」ってしつこく聞かれること（北海道・女子、専門） 

○「好きなことをやりなさい」と言いながらも、自分の意見を押し付けようとするところ（宮城・女子、専門） 

○アドバイスはありがたいが、説教に変わるのはやめてほしい（大阪・男子、専門） 

○あまりプレッシャーをかけないでほしい（新潟・女子、就職） 

○いい加減なことをポンポン言わないでほしい（静岡・女子、大短） 

○お金がないアピール（香川・女子、専門） 

○すぐに「わからない」と言うこと（香川・女子、大短） 

○ダメダメって反対ばかりすること、昔はこうだったとか比較すること（香川・女子、大短） 

○とても軽い感じで笑いながら、進路について話すこと（福岡・男子、大短） 

○まるで自分は関係ないかのような振る舞い、すぐからかう子どもみたいなこと（栃木・女子、大短） 

○何もわかっていないのにテストを自分なりに判断して意見をぶつけてくること（北海道・男子、大短） 

○会話の内容が成績のことしかない（福岡・男子、大短） 

○改まった雰囲気で話すこと（東京・女子、大短） 

○私の夢を聞いただけで「できるの？」とか、バカにしないでほしい（東京・女子、就職） 

○行きたい学科が決まっているのに、就職先が多い学科を勧めないでほしい（静岡・女子、大短） 

○最後には好きなことをやりなさいと言って終わらせないでほしい（宮城・女子、大短） 

○自分の希望を押し付けないでほしい（北海道・女子、就職） 
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Ⅴ．自立意識と家庭内キャリア教育 
 

27．自立についての考え 
 

■「自立しなさい」と保護者に言われたことがある高校生は45％ 

■自立を積極的に促す保護者が半数近くに 

 

保護者から「自立しなさい」と言われたことがあるか、高校生に質問した。「小さい頃からよく言われる」「最近よく言わ

れるようになった」「今までに何度か言われたことがある」の合計、つまり自立について何らか言われたと認識する高校生

は45％で、前回より増加した。【進路を考える時の気持ち】別では、「自分の将来にそんなにいいことはない～」と悲観的

な層が最も自立について言われており、とくに「小さい頃からよく言われる」が21％と高い。家庭教育は子の自立を前提

にすべきだろうが、「自立」という言葉の扱いは難しい。 

保護者には、子どもの自立について最も自分の考えに近いものを選択肢から選んでもらったところ、「自然に自立して

いくもの～」が55％と最多だった。前回より「子どもを自立させることを目標にして小さなころから～」が増加したのはよい

傾向といえるが、「自立できるかどうか～不安になる」も増加しており、気になるところだ。 

 

Ｑ．保護者から「自立しなさい」と言われたか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．子どもの「自立」についての保護者の考え 

■保護者 

 

 

8 .9

11 .3

6 .7

11 .3

7 .3

5 .8

20 .8

9.9

5.6

8.7

10.9

11.1

9.7

8.6

10.5

9.1

15.1

25.9

22.4

25.2

26.6

24.5

23.0

26.7

19.7

17.0

23.3

32.7

22.1

24.3

25.9

22.5

22.3

18.1

31.8

13.2

29.5

31.1

29.5

29.4

24.1

30.0

40.3

31.4

31.8

32.1

5 .5

11 .4

4 .5

27.7

1.9

3.0

1.9

2.6

2.7

3.1

2.1

3.0

2.9

2007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

男子(n=858)

女子(n=944)

自分の可能性が                                 

                広がるようで楽しい (n=432)

自分がどうなってしまうか                    

                            不安になる (n=877)

考えること自体が面倒臭い      (n=139)

進路のことより                                   

        もっと考えたい事がある  (n=105)

今が楽しければいいので                      

                 先のことは考えない  (n=66)

自分の将来にそんなにいいことはない、

                          考えてもつまらない (n=53)

小さい頃からよく言われる 最近よく言われるようになった 今までに何度か言われたことがある

「自立」については何も言われたことはない 言われたかもしれないが記憶にない 無回答

【進路を考える時の気持ち】

(%)

【性別】

【前回調査】

4 .0

3 .8

55.0

64.8

55.1

20.5

12.0

20.4

20.4

14.0

9.5

11.9

14.2

2.6

2.2

2.1

2.7

5.0

5 .5

5 .5

0.4

0.2

0.3

0.9

0.8

0.8

0.9

0.4

56.2

2.8

2.6

2.6

2007年全体(N=1541)

2005年全体(N=2181)

父親(n=　235)

母親(n=1287)

自立についてとくに考えたことはない 自立してしまうとさびしいのでとくに自立は望んでいない

親が健在のうちは何かと親に頼ってもらっていい 自然に自立していくものだからとくに心配したり心がけていることはない
子どもを自立させることを目標にして小さなころから接してきた 自立できるかどうかを考えるときとても不安になることがある

その他 無回答

【続柄】

(%)

【前回調査】
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28．経済的自立・精神的自立 
 

■「すでに精神的自立をしている」という高校生は16％ 

■ほとんどの高校生はどちらの自立にも前向き 

 

経済的自立を「実家を出て経済的に自立すること」と定義し、それに対する高校生の考えをたずねた。「高校を卒業

したら自立したい」が25％、「就職したら～」が48％で、合計は７割を超える。「経済的に自立したいとは思わない」は

１％に満たず、ほとんどの高校生は経済的自立を望んでいる。男女別に見ても、意識に大きな差はないようだ。【希望

進路】別では、「高校を卒業したら～」が就職希望者に多いが、「就職したら～」まで含めると大短希望者が最も多い。 

また、精神的自立についても「自分のことは自分で判断すること」と定義して質問すると、「すでに精神的には自立し

ていると思う」は16％。これに「高校在学中には～」「高校を卒業したら～」を足した72％が高校卒業までに精神的に自

立したいという。「すでに精神的には自立～」は男子や専門学校希望者、就職希望者に比較的多い。 

 

Ｑ．自分自身の「経済的自立」についてどう考えているか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．自分自身の「精神的自立」についてどう考えているか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

25 .2

23 .5

20 .8

27 .0

35 .1

47.8

47.9

46.3

49.3

55.8

43.4

33.4

6.0

6.2

5.8

6.3

4.9

6.3

9.6

15.1

13.9

13.6

16.4

14.3

18.4

14.3

27 .0

25 .1

1.6

1.7

2.0

2.1

1.9

2.5

2.4

0.4

0.9

0.7

0.7

0.5

0.3

1.7

1.2

1.3

1.0

1.5

0.7

0.9

1.0

2.0

2.6

2.5

1.2

1.6

2.7

2.12007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

男子(n=858)

女子(n=944)

大学・短大進学(n=1069)

専門学校進学(n=256)

就職(n=407)

高校を卒業したら
自立したいと思っている

就職したら
自立したいと思っている

結婚したら
自立したいと思っている

30歳ぐらいまでには
自立したいと思っている

いつかは
自立したいと思っている

親から経済的に
自立したいとは思わない

その他 無回答

【希望進路】

(%)

【性別】

【前回調査】

16 .0

13 .2

14 .6

18 .4

18 .4

25.8

22.9

26.0

25.6

27.5

23.4

24.3

29.7

30.1

26.3

32.8

33.8

27.7

22.1

11.7

12.0

12.5

11.0

8.4

12.5

19.2

2.3

2.4

2.3

2.9

9.9

8.1

9.8

10.1

9.9

11.3

7.9

18 .7

19 .0

1.9

1.5

1.3

1.2

0.6

0.7

0.6

0.7

0.6

0.6

0.5

0.6

0.5

0.8

0.5

0.5

1.0

1.7

0.9

1.1

0.4

0.7

1.3

2.7

3.1

3.0

2.4

2.0

3.1

2.7

2007年全体(N=1802)

2005年全体(N=2478)

男子(n=858)

女子(n=944)

大学・短大進学(n=1069)

専門学校進学(n=256)

就職(n=407)

すでに精神的には
自立していると思う

高校在学中には
自立したいと思っている

高校を卒業したら
自立したいと思っている

就職したら
自立したいと思っている

結婚したら
自立したいと思っている

30歳ぐらいまでには
自立したいと思っている

期限は区切らないが
いつかは自立したいと思っている

親から精神的に
自立したいとは思わない

その他 無回答

【希望進路】

(%)

【性別】

【前回調査】
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29．なぜ学び、なぜ働くかについての話し合い 
 

■「勉強する意味を話し合った」という高校生は21％、保護者は57％。親子の認識に大きなギャップ 

■子どもに仕事の内容、楽しさや大変さを話している保護者は73％ 

 

「なぜ勉強するのか」というテーマについて親子で話し合ったことがあるか、親子双方に質問した。高校生の回答で

は「ある」が21％で、5人に1人という状況だ。男子に限ると16％とさらに少なくなる。しかし、保護者は57％が「ある」と

回答。高校生の認識と大きなくい違いが見られる。 

同様に「なぜ働くのか」というテーマについても聞くと、「話し合ったことがある」という高校生は16％で、「なぜ勉強す

るのか」の話し合いよりも少数だ。一方の保護者は53％が「ある」と回答し、やはり両者の開きは大きい。また、父親より

母親に「ある」が多い。 

保護者に対しては、仕事の内容、楽しさや大変さを子どもに話しているかもたずねた。「よく話す」は21％、「時々 

話す」と合わせると73％となり、比較的多くの保護者が仕事の話をしている。とくに母親のほうが話しているようだ。 

 

Ｑ．「なぜ勉強するのか」というテーマを親子で話し合ったことがあるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．「なぜ働くのか」というテーマを親子で話し合ったことがあるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．保護者は子どもに仕事の内容、楽しさや大変さを話しているか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

20 .7

56 .7

55 .7

57 .0

76.1

80.9

71.7

36.4

39.1

36.1

3.2

3.5

3.0

6.9

5.1

7.0

25 .3

15 .6

全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

全体(N=1541)

父親(n=235)

母親(n=1287)

ある ない 無回答

【続柄】

(%)

【性別】

16 .1

53 .1

47 .2

54 .2

80.4

83.2

77.8

39.6

46.8

38.6

3.5

3.7

3.3

7.3

6.0

7.2

19 .0

13 .1

全体(N=1802)

男子(n=858)

女子(n=944)

全体(N=1541)

父親(n=235)

母親(n=1287)

ある ない 無回答

【続柄】

(%)

【性別】

21 .0 51.7

47.7

52.7

24.2

34.9

22.2

14 .0

22 .3

1.3

1.7

1.5

1.5

1.7

1.7全体(N=1541)

父親(n=235)

母親(n=1287)

よく話す 時々話す ほとんど話さない まったく話さない 無回答

【続柄】

(%)
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30．家庭内キャリア教育① 
 

■「ほめられてきた」高校生は48％、「ほめてきた」保護者は75％ 

■「あなたの将来は明るい」と言われてきた高校生は少数 

 

高校生が幼少の頃から家庭教育がどのように行われてきたのかを、共通の７項目（Ａ～Ｇ）を用いて親子にたずねた。

高校生の回答では、「Ａ．家族に自分の本音を話してきた」「Ｅ．『夢や目標を持つことは大切だ』と言われてきた」「Ｆ．

『自分で選択し～』と言われてきた」は「とてもそう思う」「少しそう思う」が比較的多い。「Ｄ．『あなたの将来は明るい』と言

われてきた」と思う人は７項目中最も少なかった。 

一方、保護者の回答は全項目で「そう思う」が高校生よりも多く、高校生に「そう思う」が多めだったＡ、Ｅ、Ｆは８割超

もの保護者が「そう思う」と回答した。親子の回答の差が最も著しいのはＣの“ほめる”に関する項目で、親はほめてきた

つもりでも子はそう受け止めていないようだ。 

 

Ｑ．家庭でのことで高校生が子どもの頃から感じてきたこと 

■高校生(N=1802） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．保護者が高校生に対して子どもの頃から心がけてきたこと 

■保護者(N=1541） 

 

 

 

 

Ａ．家族に自分の本音を話してきたと思う          

Ｂ．保護者に厳しくしつけられてきたと思う          

Ｃ．保護者によくほめられてきたと思う                

Ｄ．保護者に｢あなたの将来は明るい｣ 

と言われてきた

Ｅ．保護者に｢夢や目標を持つことは大切だ｣ 

と言われてきた

Ｆ．保護者に｢自分で選択し､それに責任を持つ｣

ように言われてきた

Ｇ．保護者からのすすめで､｢自分で選択し、

それに責任を持つ｣ような体験をしてきた

21.1

3.8

21.0

28.6

11.4

40.9

36.2

38.0

20.0

39.7

42.2

34.4

26.4

37.0

40.8

49.7

27.0

21.3

40.7

9.2

7.5

8.1

23.0

8.7

4.5

9.5

10.0

16.4

2.5

2.8

3.0

3.5

3.5

3.4

4.0

とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

(%)

Ａ．本音を話せるような家庭の雰囲気づくりを

子どもの頃から心がけてきた

Ｂ．厳しくしつけることを

子どもの頃から心がけてきた

Ｃ．ほめることを子どもの頃から心がけてきた 

Ｄ．「あなたの将来は明るい」ということを 

子どもの頃から伝えてきた

Ｅ．「夢や目標を持つことは大切だ」ということを

子どもの頃から伝えてきた

Ｆ．「自分で選択し、それに責任を持つ」ことの  

大切さを子どもの頃から伝えてきた

Ｇ．「自分で選択し、それに責任を持つ」ような

体験を子どもの頃からさせてきた

30.7

8.8

32.8

35.7

18.4

51.2

42.1

54.3

31.0

47.5

47.8

45.2

14.1

39.7

20.4

52.0

15.4

12.0

30.4

11.7

20.9

3.0

3.4

1.4

0.5

0.8

0.6

0.3

4.5

4.0

3.5

4.7

3.8

3.4

3.6

とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

(%)
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31．家庭内キャリア教育② 
 

■家庭内キャリア教育度が高い高校生は、「進路を考える時楽しい」、「自分の適性ややりたいことが 

見えている」、「進路を決めるのは自分」という割合が大きい 

 

前頁の家庭教育に関する調査項目Ａ～Ｇの状況を「家庭内キャリア教育度」(※)として、その度合い別に、さまざま

な設問の回答状況を見てみる。まず、『進路を考える時の気持ち』を見ると、【家庭内キャリア教育度】によって「楽しい」

の割合に大きな差があり、【教育度】が「高い」高校生では「楽しい」が４割を超えている。『進路選択で気がかりな点』

（参考p.22）では、【教育度】が高いほど「自分に合っているものがわからない」「やりたいことが見つからない～」「社会

に出て行く～自信がない」の回答が少ない。 

『進路選択で優先される人』の「１番目に優先される人」（参考p.13）では、【教育度】が高いほど「自分」と答えた割合

が大きい。 
 

（※）p.33「家庭内キャリア教育」に関する７項目について、「とてもそう思う」＝４点、「少しそう思う」＝３点、 

「あまりそう思わない」＝２点、「まったくそう思わない」＝１点として、個人ごとに合計得点を出して「家庭内キャリア教育度」とした。 

合計得点22～28点は家庭内キャリア教育度が「高い」、17～21点は「中」、7～16点は「低い」と分類している 
 

Ｑ．進路を考える時、高校生はどんな気持ちになるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．進路選択に関して気がかりなこと（複数回答） 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ．高卒後の進路を決める際に誰の考えが優先されると思うか 

■高校生（１番目に優先される人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.9

27.4

21.2

19.5

20.2

16.6

11.7

1.3

9.1

1.3

61.3

39.3

32.6

23.5

20.2

17.8

11.8

1.5

5.7

0.5

53.8

43.4

37.9

30.3

20.0

15.9

15.3

1.9

5.4

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

学力が足りないかもしれない

自分に合っているものがわからない

やりたいことが見つからない、わからない

社会に出ていく能力があるか自信がない

知りたい情報を集めたり、選んでいく方法がわからない

自分で決断する自信がない

経済的な理由で自分の希望がかなわないかもしれない

その他

とくにない

無回答

高い(n= 307)

中　 (n= 855)

低い(n= 535)

%

93 .5

3.0

4.9

6.2

8.4

2.885 .6

80 .7

2.0 2.0
1.3

2.4

0.7

1.5

2.1

1.5

0.8

0.7高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

自分 父親 母親 高校の先生 その他 無回答 (%)

40 .1 43.0

51.1

49.3

3.9

7.0

11.6

3.3

6.0

2.3

3.3

5.0

2.3

4.9

4.6

3.4

4.9

24 .2

14 .2 6.4

1.0

2.0

2.7

3.7

高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

自分の可能性が広がるようで楽しい 自分がどうなってしまうのか不安になる

考えること自体が面倒臭い 進路のことよりもっと考えたいことがある
今が楽しければいいので先のことは考えない 自分の将来にそんなにいいことはない、考えてもつまらない

その他 無回答

(%)
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32．家庭内キャリア教育③ 
 

■家庭内キャリア教育度が高い高校生は、「目指す人がいる」、「父親や母親を目指している」、 

「就きたい職業がある」という割合が大きい 

 

家庭内キャリア教育の度合い別に、『目指している人や憧れている人はいるか』（参考p.19）という質問に対する高校

生の回答状況を見ると、【家庭内キャリア教育度】が高いほど「目指している人がいる」という回答が多かった。目指して

いる人がいるとの回答者にその人物を大きく「父親」「母親」「有名人」から選んでもらうと、【教育度】が高い高校生ほど

「父親」や「母親」をあげる割合が大きかった。 

『将来就きたい職業があるか』（参考p.16）については、【教育度】が高いほど「就きたい職業がある」が多い。将来、

働くことについて気がかりがあると回答した高校生に聞いた『働くことについてどんなことが気がかりか』（参考p.23）では、

「就きたい職業に就くことができるか」は【教育度】が高いほど多いが、それより前段階にある「就きたい職業が思いつく

か」は【教育度】が低いほど多い。「職場の人間関係」「自分にできる仕事があるか」「仕事を覚えられるか」「すぐ辞めさ

せられるのではないか」なども【教育度】が低い層で多く、働くことへの自信のなさが感じられる。 
 
Ｑ．目指している人や憧れている人はいるか 

■高校生 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ．目指している人は誰か（目指している人がいる者） 

■高校生 

 

 
 
 
 
 
 
 
Ｑ．将来就きたい職業があるか 
■高校生 

 

 

 
 
 
 
 
 
Ｑ．働くことについてどんなことが気がかりか（気がかりなことがあると回答した者・５つまで回答） 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41 .0 58 .3

71 .2

76 .3

2 7 .6

22 .2 1.5

1.2

0.7高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

いる いない 無回答 (%)

22 .2 15.9

11.4

8.4

15.9

26.3

33.6

42.9

44.1

45.4

3.2

4.2

4.28 .4

1 4 .0

高い(n=126)

中　 (n=236)

低い(n=119)

父親 母親 有名人 その他 無回答 (%)

77 .2 14 .0

20 .9

2 7 .9

3.9

69 .5

58 .3

4 .9

8 .5

11 .6 2.2

1.1

高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

ある ない 考えたことがない 無回答 (%)

74.3

46.4

41.9

21.2

18.0

19.4

18.0

16.2

11.7

15.8

9.9

14.4

5.9

5.0

2.3

-

63.5

47.1

46.5

26.7

24.7

20.4

18.9

18.6

13.9

15.1

14.2

14.5

7.9

6.3

1.9

0.3

57.0

48.9

49.1

34.4

32.7

27.6

20.5

17.5

19.7

14.7

16.7

11.6

7.6

7.3

2.5

0.5

0 20 40 60 80 100

就きたい職業に就くことができるだろうか

十分な収入が得られるだろうか

職場の人間関係がうまくいくだろうか

就きたい職業が思いつくだろうか

自分にできる仕事があるだろうか

仕事を覚えられるだろうか

遊ぶ時間がとれるだろうか

毎朝、時間どおりに起きられるだろうか

すぐ辞めさせられるのではないだろうか

歳をとっても働き続けられるだろうか

仕事がつまらないのではないだろうか

体力的に厳しいのではないだろうか

勤め先が倒産してしまうのではないだろうか

仕事内容や報酬に男女格差がないだろうか

その他

無回答

高い(n= 222)

中　 (n= 671)

低い(n= 395)

（％）
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33．家庭内キャリア教育④ 
 

■家庭内キャリア教育度が高い高校生は、「自分はニートにならない」「未来社会は好ましい」 

「なぜ勉強するか・なぜ働くかをテーマに話し合ったことがある」という割合が大きい 

 

家庭内キャリア教育の度合い別に、高校生の『ニートに対してどう思うか』（参考p.20）を見ると、「自分はニートになら

ない」「なぜニートになってしまうのか不思議」といったニートに対して否定的な意見は、【家庭内キャリア教育度】が高

いほど多かった。『これからの社会は好ましいと思うか』（参考p.25）では、【教育度】が高いほど「とても好ましい」「まあま

あ好ましい」が多い。『なぜ学び、なぜ働くかについての話し合い』（参考p.32）については、どちらのテーマも、【教育

度】が高いほど「話し合ったことがある」が多かった。 
 

Ｑ．ニートに対してどう思うか（複数回答） 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．これからの社会は高校生にとって好ましいか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 
 
Ｑ．「なぜ勉強するのか」というテーマを親子で話し合ったことがあるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 
 
Ｑ．「なぜ働くのか」というテーマを親子で話し合ったことがあるか 

■高校生 

 

 

 

 

 

 

37.8

35.2

26.4

10.7

8.0

15.3

2.0

1.1

1.2

49.3

51.1

43.3

7.9

4.6

6.2高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

とても好ましい社会だ まあまあ好ましい社会だ あまり好ましい社会ではない 非常に好ましくない社会だ 無回答

(%)

36 .2 61 .9

75 .7

89 .99 .0

22 .5

2.0

1.9

1.1

高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

ある ない 無回答
(%)

25 .7 72 .0

80 .2

90 .7

17 .7

7 .9 1.5

2.1

2.3高い(n=307)

中　 (n=855)

低い(n=535)

ある ない 無回答
(%)

45.6

37.5

32.9

41.0

19.2

27.0

21.2

13.4

2.9

3.3

4.6

4.2

0.3

44.0

35.6

35.7

28.8

18.2

19.5

18.1

15.0

6.4

4.2

5.0

4.0

0.6

37.0

34.6

27.9

25.2

23.7

17.0

16.4

18.3

11.6

7.9

7.1

5.8

1.1

0 10 20 30 40 50

ニートになったら保護者がかわいそうだ

ニートになる人がいても不思議ではないと思う

ニートになるのは恥ずかしいことだと思う

自分はニートにはならないと思う

ニートもひとつの生き方だと思う

なぜニートになってしまうのか不思議に思う

ニートは本人がかわいそうだ

人生の中でニートの期間が

　　　　　 あってもいいと思う

自分はニートになるかもしれない

不本意な進学・就職をするぐらいなら

　　　　　　　　　　　　ニートでいいと思う

よくわからない

その他

無回答

高い(n= 307)

中　 (n= 855)

低い(n= 535)

（％）
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Ⅵ．保護者の動きと学校への要望 
 

34．重要だと思う進学情報 
 

■保護者の過半数が「入試制度」と「進学費用」が気になる 

■進学後の就職や資格取得の関心薄まる 

 

保護者に子どもの進学に際して重要だと思う情報を選んでもらった。結果、上位に来たのは「現在の入試制度の仕

組み」「進学費用」「将来の職業との関連」などで、この３つは半数以上の保護者が重要だと認識している。 

前回調査とパーセンテージを比較してみると、目立って増加したのは「進学費用」（44％→51％）、「現在の入試制度

の仕組み」（51％→56％）。逆に減少したのは「資格取得の状況」（34％→24％）、「最近の高校生の卒業後の進路」

（14％→７％）、「就職の状況」（40％→34％）。傾向としては、就職や資格取得といった進学後のことよりも、進学費用

や入試制度といった進学前のことに関心が集まってきたといえるかもしれない。 

 

Ｑ．保護者は進学に際してどんな情報を必要としているか（子どもの進学を希望する者・複数回答） 

■保護者 ※（ ）内の数字は前回調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.8

48.7

51.1

48.0

34.0

29.5

28.7

24.4

19.6

10.8

10.1

8.4

8.3

7.2

6.1

7.5

6.6

5.7

6.2

4.4

3.8

1.9

28.9

60.5

46.7

8.6

33.6

18.4

11.8

27.0

48.0

19.1

7.2

11.2

8.6

9.2

13.2

2.6

5.3

8.6

2.0

6.6

3.3

2.0

1.9 (4.3)

3.7 (3.7)

4.8 (6.0)

5.6 (6.6)

6.2 (6.3)

6.4 (8.5)

6.8 (8.2)

7.2 (13.8)

7.5 (7.6)

8.3 (9.9)

8.8 (10.4)

9.6 (10.8)

12.1 (15.8)

24.0 (34.4)

24.8 (24.7)

26.1 (24.7)

27.8 (28.7)

33.9 (40.4)

41.9 (44.7)

50.5 (46.6)

50.6 (43.8)

55.9 (51.3)

0 20 40 60 80

現在の入試制度の仕組み

進学費用(学費・生活費など)

将来の職業との関連

学部・学科の内容

就職の状況(実績)

入試の内容

難易度

奨学金の種類と採用条件

資格取得の状況(実績)

大学・短大・専門学校など

　　　　　　　学校種の違い

校風・雰囲気

進学に利用できる教育ローン

お子さんの高校の進学実績

通学の便

最近の高校生の

　　卒業後の進路

周辺環境

カリキュラムの特徴

授業の内容

教授（先生）陣の充実

施設・設備の充実

教育方針

進学先の知名度

全体(n=987)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

（％）
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35．進学情報の入手方法 
 

■「高校で配布された資料」と「担任」が上位 

■独自に情報収集を進める保護者の存在が明らかに 

 

保護者はどのような方法で進学情報を入手しているのだろうか。「高校で配布された資料」と「高校の担任の先生」が

１位、２位を占め、高校が進学情報についての重要な情報源であるということがあらためて明らかになった。一方で、

「各学校の学校案内やパンフレット」「各学校のホームページ」「進学情報誌」も上位に入り、保護者が率先して、独自

に情報収集をしているようすもうかがえる。 

希望進路別に見ると、少々異なる傾向があった。大短希望の保護者については全体データと同様の傾向を示した

が、専門学校希望者の１位は「各学校の学校案内やパンフレット」で、他を引き離している。専門学校については、高

校経由の情報が少ないということだろうか。 

また、全体的に前回の数値からの変動はあまりなかったが、「他の保護者」が17％→10％、「特に入手していない」が

10％→４％と、それぞれ大きく数値を下げた。 

 

Ｑ．保護者は進学情報をどんな方法で入手しているか（子どもの進学を希望する者・複数回答） 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.7

48.6

40.4

30.4

26.8

25.6

18.8

16.0

13.3

11.8

11.2

9.8

8.0

7.9

3.7

3.3

2.3

2.0

1.4

0.8

51.6

39.0

31.9

30.1

27.7

20.2

16.3

15.3

12.3

12.5

9.7

9.0

7.5

4.0

3.8

2.4

2.2

1.4

0.8

34.2

32.2

48.0

22.4

9.2

14.5

11.2

14.5

2.0

8.6

4.6

10.5

2.6

9.9

2.6

0.7

2.0

1.3

1.3

0.7

58.4

0 20 40 60

    （子どもが持ち帰る）

高校で配布された資料

高校の担任の先生

各学校（大学・短期大学・専門学校）の

　　　　　　　　　学校案内やパンフレット

各学校（大学・短期大学・専門学校）の

　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ

高校での進路行事

進学情報誌

高校の進路指導の先生

家族（配偶者・親戚）

塾・予備校の先生

進学情報サイト

新聞

他の保護者

　　　  　（子どもが持ち帰る）

塾・予備校で配布された資料

職場の同僚

担任・進路指導以外の高校の先生

テレビ・ラジオ

書籍

一般の雑誌

ブログやＳＮＳ

メールマガジン

全体(n=987)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

（％）
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36．保護者の進路選択行動 
 

■保護者の53％が子どものために「学校調べ」をしたことがある 

■学校見学に行ったことがある父親は４割 

 

保護者自身が子どもの進路選択行動にどのように関わっているのかを今回初めてたずねた。６項目中最も高かった

のは「子どもに合う分野をアドバイスする」で、74％の保護者がおこなっていた。 

２番目に多かったのは「子どもに合う学校にどんな学校があるかを調べる」。「調べる」という行為を過半数が行ってい

るというこのデータは、今の保護者のフットワークの軽さを示しているといえるかもしれない。他に学校見学に「行く」人も、

資料請求を「する」人も30％近く存在し、保護者の進路選択行動は、押しなべて活発になりつつあると見ることができる

だろう。 

本調査全般において父親は影の薄い印象があるが、本設問では母親のデータとほとんど遜色ない。むしろ学校見

学に行ったり、学校や入試方法を調べることでは母親を上回っており、こうした具体的な行動で子どもの進路選択を支

える父親が今後ますます増える可能性もあるだろう。 

 

Ｑ．保護者は子どもの進路選択行動にどのように関わっているか（子どもの進学を希望する者） 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもに合う学校にどんな学校があるかを調べる

52.6

54.9

40.1

38.6

38.4

38.3

37.2

46.1

8.8

7.9

9.0

7.9

13.8

53.6

52.7

全体(n=987)

父親(n=151)

母親(n=824)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

(%)

●興味をもった学校の見学に行く（オープンキャンパス・学校見学会を含む）

29.4

31.0

20.4

56.9

50.3

58.3

56.4

59.9

13.7

9.9

14.1

12.6

19.7

27.7

39.7

全体(n=987)

父親(n=151)

母親(n=824)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

(%)

●具体的な受験校を子どもにアドバイスする

42.8

44.3

34.2

42.5

45.0

42.1

41.9

45.4

14.8

13.2

14.9

13.8

20.4

43.0

41.7

全体(n=987)

父親(n=151)

母親(n=824)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

(%)

●子どもに合う分野をアドバイスする

74.4

75.3

69.1

20.7

23.2

20.1

20.2

23.0

5.0

4.6

4.9

4.4

7.9

75.0

72.2

全体(n=987)

父親(n=151)

母親(n=824)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

おこなったことがある おこなったことがない 無回答

【希望進路】

(%)

【続柄】

●興味をもった学校の資料請求をする

25.5

25.6

25.0

60.0

60.9

59.7

60.2

58.6

14.5

13.2

14.4

14.1

16.4

25.8

25.8

全体(n=987)

父親(n=151)

母親(n=824)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

【希望進路】

(%)

【続柄】

●興味をもった学校の入試方法を調べる

34.5

36.5

23.7

50.4

52.3

49.9

49.2

56.6

15.1

11.3

15.7

14.3

19.7

34.5

36.4

全体(n=987)

父親(n=151)

母親(n=824)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

【希望進路】

(%)

【続柄】
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37．家庭と学校の役割に関する認識 
 

■保護者の82％が「進路の相談にのる役割は家庭と学校同等」と回答 

■進路の難しい問題は共同であたるべきとの認識 

 

下記の項目について、その役割を担うのは家庭なのか学校なのか、あるいは同等なのか、３つのうちから１つを保

護者に選んでもらった。結果はほとんどの項目で「家庭と学校同等の役割」が５割以上の回答を集めた。「家庭と学校

同等の役割」の比率が最も高かった項目は「進路選択に迷ったとき相談にのる」、次いで「人間関係を築く力をつけさ

せる」。保護者が「同等の役割」を選択した項目は、明らかに学校だとか、明らかに家庭だとは言えない微妙で難しい

テーマだととらえている証ではないか。だとすれば、ややもすると家庭も学校も責任転嫁をしてしまう危険性があるか

もしれない。 

「学校の役割」の割合が高かった項目を順に見ていくと、「経済や企業の動向を伝える」が２番目だった。このあたり

に家庭から学校への強い期待が感じられる。一方で、前回調査と比較すると、ほとんどの項目で「家庭の役割」が増

えていた。 

 

Ｑ．高校生に次のことをするのはどちらの役割だと思うか 

■保護者（2007年N=1541、2005年N=2181） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会のルールを教え、
マナーを身につけさせる

働く意義について教える

学力をつけさせる

進路選択に迷ったとき
相談にのる

人間関係を築く力をつけさせる

長所や個性を見つけて伸ばす

勉強する意味を教える

学ぶ習慣をつけさせる

自分で進路を切り開いていく
力をつけさせる

経済や企業の動向を伝える

将来の目標を持たせる

5.8

5.6

16.2

15.1

26.8

20.1

14.5

12.5

19.0

16.5

26.8

23.2

10.3

10.5

40.0

34.3

40.2

34.1

43.0

38.6

81.8

79.2

72.6

70.4

68.3

71.4

67.7

67.2

66.9

67.6

66.8

68.4

63.4

59.6

56.3

60.2

55.5

59.5

53.4

56.4

41.3

38.1

11.0

11.8

9.2

10.9

3.2

5.0

16.4

16.9

12.7

12.3

4.8

4.8

24.3

25.9

1.9

2.2

2.7

2.9

2.0

1.6

55.2

56.8
1.8

1.8

3.3

1.6

3.4

1.6

3.5

1.6

3.4

1.4

3.3

2.1

3.5

1.7

3.5

1.4

3.4

1.4

3.6

1.6

3.6

2.0

4.1

1.8

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

2007年

2005年

どちらかといえば
家庭の役割

家庭と学校
同等の役割

どちらかといえば
学校の役割

無回答

(%)
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38．進路指導への要望 
 

■高校生の36％、保護者の45％が「情報提供」を要望 

■大短進学希望の保護者が「体験・行動」を強く期待 

 

高校の進路指導についての要望を高校生と保護者それぞれにたずねた。両者とも最も要望しているのは「進路に

関する情報提供をしてほしい」だが、それ以下の順位は異なる結果になった。高校生は２番目に「生徒のことを理解し

てほしい」という回答が多く、「生徒の意思を尊重してほしい」とともに、自分の気持ちや考えに共感してほしいという要

望が強いように映った。希望進路別に見ると、その傾向は専門学校希望者が最も強い。 

一方の保護者は、２番が「進学や就職に関してもっと具体的に指導してほしい」、３番が「進路について考えさせる

体験・行動の機会をもっと設けてほしい」となり、単なる情報提供にとどまらない個別の指導や体験の機会も欲してい

るようだ。希望進路によって若干傾向が変わり、たとえば「進路について考えさせる体験・行動の機会をもっと設けて

ほしい」を一番強く要望しているのは大短進学希望の保護者。普通科などでのキャリア教育への期待が読み取れる。 
 

Ｑ．高校の進路指導にどのようなことを要望するか（複数回答） 

■高校生 ■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫高校や教師に対する意見や要望① 
 

■保護者 

○先生は今教育がやりづらい時代だと思う。保護者は困った人が多く、無責任である。もっと子どものことだけを見て、悪いことをした場合は 

体罰もやむなしの考えで、強く大きな教師になってほしい。当然先生の質も高めてもらわなければならないが（香川・父親、男子） 

○甘やかさず強い態度で生徒に接してください。髪を染めたり、化粧をするような生徒は学校に入れるべきではありません。停学くらいのこと

をするべきです（宮城・母親、女子） 

○進学や進路も熱心に指導してくださいますが、青年期は大事な時期なので、人生や知的好奇心など人生の先輩としての大人の役割も 

大いに期待している（福岡・母親、男子） 

 

もっと進路に関する
情報提供をしてほしい

進学や就職に関して
もっと具体的に指導してほしい

進路について考えさせる体験・行動の
機会をもっと設けてほしい

身近な先輩の経験を聞く機会を
もっと設けてほしい

もっと適性や可能性を
気づかせてくれる指導をしてほしい

もっと職業に関する
知識をもって指導してほしい

もっと世の中・社会の動向を
把握したうえで指導してほしい

個別の学校の情報を
もっと教えてほしい

もっと進路相談の
機会を設けてほしい

もっと親身になって
相談にのってほしい

もっと生徒（子ども）のことを
理解してほしい

もっと生徒（子ども）の
意思を尊重してほしい

その他

とくに要望はない

無回答

35.9

28.5

18.3

13.7

23.8

22.0

19.5

21.1

16.4

16.6

30.8

22.1

1.5

17.1

8.4

36.9

30.2

18.5

13.7

26.4

22.3

20.1

25.5

17.8

17.1

29.8

21.4

1.6

16.2

6.8

41.0

29.7

24.6

15.6

22.3

24.2

22.7

24.6

19.1

19.5

35.5

24.6

1.6

12.9

6.3

34.2

26.0

15.2

12.5

20.9

21.6

17.9

9.6

12.5

15.0

32.2

23.3

1.2

20.9

10.3

全体(N=1802)

大学・短大進学(n=1069)

専門学校進学(n=256)

就職(n=407)

(%) 44.7

39.2

34.9

29.9

28.1

25.2

20.8

19.6

18.9

15.2

14.0

10.3

1.2

7.6

5.0

48.9

41.4

35.9

29.9

26.7

24.4

21.7

26.1

21.8

14.6

12.9

9.2

1.6

8.1

2.8

51.3

42.1

30.3

31.6

25.0

32.2

23.7

20.4

15.8

14.5

13.2

11.2

0.0

3.3

6.6

36.9

37.3

30.9

28.8

28.8

27.1

19.1

5.9

11.9

14.0

11.4

10.2

0.0

8.9

10.2

全体(N=1541)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

就職(n=236)

(%)
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39．充実してほしい保護者向けガイダンス・指導 
 

■進学先選びのための保護者ガイダンスを39％が希望 

■大短進学希望者の半数は「入試制度・動向」を知りたい 

 

保護者向けとして高校に実施・充実してほしいものをたずねた。全体順位では「進学先選び」と「入試制度・動向」

のガイダンスが１位、２位を占めたが、希望進路によって順位に大きな違いが見られた。 

大短進学希望者は、僅差ながら１位が「入試制度・動向」で、「進学先選び」は２位。どちらも半数の保護者が希望

している。多様化、複雑化する入試と、変化の激しい大学・学部の内容について、保護者の多くは何らかの情報やア

ドバイスを求めているようだ。専門学校進学希望者は「進学先選び」「雇用環境」「入試制度・動向」が上位を占めたが、

中でも「進学先選び」が群を抜いた。情報が少ないとされる専門学校選びについて、ここでも保護者の情報渇望感が

見られる。就職希望者の上位は「高卒就職環境」と「雇用環境」のガイダンスだった。こうしてみると、当然ながら、希望

進路ごとの対策の必要性が浮かび上がってくる。 

 

Ｑ．高校生の進路選択のために、保護者向けに充実してほしいこと（複数回答） 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≫高校や教師に対する意見や要望② 
 

■保護者 

○少なくとも日経は読んでもらいたい。世間を知らなさ過ぎる。「教育」（学校教育）という中に自分を閉じ込めすぎている。自分自身の判断の 

根拠を確かめてもらいたい。わりと独善的なことが多い（新潟・父親、男子） 

○進路を決めるにあたって、先生の助言の中には学校としての実績を上げるためにもっとレベルの高いところに挑戦を、というニュアンスを 

感じる時があります。本人がしっかりと目標を持ち、考えた末に出した結果に対してまであっさりと言われるのはどうかと思います 

（静岡・母親、女子） 

○今の先生方は会社員のように、時間でさっさと帰ったり、自分の話したいことは話すが、生徒の話を最後まで聞けなかったり、もっと生徒たち 

を良き社会人に、人間らしい人間に育てていくという気持ちを持ってほしいと思います。親や社会にとって大切な人材ですから 

（東京・母親、女子） 

「進学先選び」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

「入試制度・動向」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

「雇用環境」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

三者面談の実施・充実

「高卒就職環境」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

保護者向け通信の実施・充実

高校の先生以外の講師による
進路ガイダンスの実施・充実

先生と保護者との情報交換、
交流会の実施・充実

「家庭学習・受験勉強」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

保護者面談の実施・充実

父親を対象にした
進路ガイダンスの実施・充実

「子どもとのコミュニケーション」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

「家庭教育・しつけ」に関する
保護者向けガイダンスの実施・充実

その他

無回答

38.7

35.6

22.9

20.1

17.7

15.4

14.6

12.5

12.1

8.4

7.8

5.6

3.6

1.0

16.9

49.5

50.1

18.1

23.6

6.5

17.5

16.8

13.2

16.9

11.3

9.7

5.6

3.5

1.3

12.6

43.4

25.0

26.3

21.1

15.8

11.2

12.5

11.8

10.5

5.3

7.2

5.9

5.9

0.7

17.8

7.2

4.7

35.6

14.0

49.2

11.4

8.9

11.4

1.3

2.1

3.8

5.9

4.2

0.0

25.4

0 10 20 30 40 50 60

全体(N=1541)

大学・短大進学(n=835)

専門学校進学(n=152)

就職(n=236)

（％）
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40．キャリア教育の認知と期待 
 

■保護者の82％が「キャリア教育推進は良いことだと思う」 

■名前は知られていないがコンセプトには大きな期待 

 

まず保護者に「キャリア教育」という言葉を聞いたことがあるかとたずねたところ、「ある」が29％という結果だった。 

一般社会におけるキャリア教育の認知は、まだあまり進んでいないと見ていいだろう。父母別では父親の、所属学科

別では普通科の認知率が最も高かった。 

次に「キャリア教育」の定義を示したうえで、「キャリア教育」が推進されることをどう思うかとたずねたところ、こちらは

ポジティブな回答が多かった。「非常に良いことだと思う」と「まあまあ良いことだと思う」を合わせると、保護者の82％が

キャリア教育に対して賛同や期待を寄せていることがわかった。父母別では母親が、学科別では総合学科が最もそ

の数値が高かった。 

しかしフリーアンサーを読むと、単純な期待感だけでなく、キャリア教育による教師の負担増大や指導力不安など、

ハードルの高さも感じているようだ。 
 

Ｑ．『キャリア教育』という言葉を聞いたことがあるか 

■保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．『キャリア教育』が推進されていくことをどう思うか 

■保護者 

※「生徒一人一人にふさわしいキャリア（生き方・働き方）を形成していくために必要な意欲・態度や能力を育てる教育」を 

キャリア教育の定義とし、示した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫キャリア教育に対する意見や要望 
 

■保護者 

○進学に関する学習だけでなく、人間としての生き方、社会のルール等、社会に出てから学ぶのではなく、学校で基本的なものを身に 

つけさせてもらいたい（宮城・父親、女子） 

○自分自身がどんな適性や能力があるか実感として感じる機会が少ないように思う。「自分自身を発見する」ことが大切です 

（宮城・母親、女子） 

○「キャリア教育」は非常によいことだと思い、ぜひ実施してほしいが、多忙な先生方に負担をかけるのではないか？（新潟・母親、女子）

○本来は家庭で教育することだと思いますが、家庭と学校で行えばよりよい人間形成ができてよいと思います（福岡・母親、女子） 

○学校しか知らない教師にそれができるとは思わない（新潟・父親、男子） 

○目標ばかりで実が伴わなければ意味がない（福岡・母親、男子） 
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